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世界史学習の進め方―地域から考える世界史― 
 
 

上越教育大学学校教育実践研究センター客員研究員  
二谷 貞夫（上越教育大学名誉教授） 
 
 

                   要旨 
 
高校世界史が 60 年目を迎えた昨年、未履修問題もあって、現状と課題をめぐって論議の機会も多

くもたれたが、新しい知見の展開はなかった。注目すべきは新学習指導要領高校世界史であった。そ

こで、本稿では、新学習指導要領の世界史像の位置づけと実践の方法として、地域から考える世界史

を世界史感覚・世界史意識を形成するとともに新しい世界史像形成にむけて提案する内容を示した。 
 
 
                  キーワード 
 世界史像の自主的形成  地域から考える世界史  歴史意識   歴史感覚 
 世界史構成  グローバル・ヒストリー   

 
  
１：60年目の世界史教育の現状と学習指導要領の世界史構成 

2009（平成21）年は、戦後1949（昭和24）年新制高等学校に科目「世界史」が設置され、教育実

践も継続して、60 年目の節目に当たる。近年、2007 年には、必修科目「世界史」未履修問題が起こ

って、急速に進行する国際化、激変するグローバル化の中で、改めて日本人・日本国民の世界史認識、

世界史意識、あるいは世界感覚の遅れというか未熟さというか世界からズレが問われた。この事に関

して、前年度の本研究報告書においても、「世界史学習の視点―シルクロードと世界史―」を実践研究

経験からの一端を報告した1が、抱える課題の多さに慄きながら、世界史教育が取り組むべき課題につ

いて、報告しておきたい。60年目を迎えた世界史教育に対して、歴史学研究会は2009年度研究大会

で特設部会を設けて「社会科世界史 60 年」を報告討議した。参加することはなかったが、諸報告と

討議要旨を読んで、2その率直な感想を書いたので、本稿執筆に当たって序としておきたい。  
歴研大会報告号特設部会社会科世界史60年を読んで－何も変わっていない－ 

茨木・小川・南塚三報告と討論要旨を読んで、最初に思ったのは、何も新しいことはない。或はなにも変わっていないという印象を持

ったことだ。歴研としては、初めての試みだから、新鮮であったかもしれない。しかし、少なくとも世界史教育に関わってきたものにと

っては、これまで行なわれた振り返りと全くと言ってよいほどに変わっていない。受験のことといい、授業のことといい、学習指導要領

内での世界史学習についての議論でしかない。なるほど、報告は,精緻・詳細であるが、内容はこれまで行なわれた世界史教育 50 年の振

り返り等とどこが違うのだろうか。救いは、小川氏が高校世界史改革論を提示しようとしたことだ。しかし、それでも、決して受験の枠

外に飛び出し、現実の世界の動きに立ち向かって世界を動かす学習をするものではない。この残された記録をどう考えればよいのだろう

か。無駄とは謂わないが、八ツ場ダム問題に立ち向かう世界学習をどうすすめるかと考える材料にならないかと反芻したい。世界史教育

60年は日米歴史認識同盟の基盤をつくってきたのであり、土建文明はそうした世界史の野蛮化・地獄化の象徴であることを反省的に思考

しなければ、前には進めないのではないだろうか。世界史学習をアカデミックな世界に乗せてみてもはじまらないということを証明した

のではないか。2009年11月4日記 

歴研増刊号を手にして、読んだときの感情の高ぶりであったかもしれない。なぜこれまでの反省が

                                                  
1 上越教育大学実践研究センター研究報告書(平成20年度版)1―17頁 
2 『歴史学研究』2009.10増刊号,182－213頁 
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実践で生かされてこなかったのか、と同時に高度経済成長と西欧近代化とのダブった歴史認識に何の

反省もなく19世紀的西欧世界史認識＝その通史的学習観が是とされてきたことが、「受験のこととい

い、授業のことといい、学習指導要領内での世界史学習についての議論でしかない。」と言わせてしま

ったのだと。 

学習指導要領内での議論とはどういうことか。日本人の世界史認識が高等学校の科目「世界史」に

示された世界史像であり、それがスタンダードということだ。それを支えるのが大学の西洋史や東洋

史の研究者が分担執筆しての世界歴史シリーズものや大学入学試験問題世界史やその受験参考書であ

って、それが動かざる日本人の「教養としての世界史」ということになる。現在、高校時代の教科書

を読む人々が増えて再版され、ベストセラーに近いとも言われている。3 やっとそこまできたのだか

ら、良いではないかという識者もいるかもしれない。しかし、そうだろうか。 

今日の世界史学習に関する状況、高等学校世界史未履修問題に対して、次のような意見集約が文部

科学省ホームページには、次の資料が提示されている。 

中央教育審議会高等学校高等学校地理歴史・公民専門部会（第4期第2回：平成19年9月11日）

における主な意見（高等学校地理歴史科科目履修関係等概要）である。 

 

○小・中学校の歴史では、世界史の扱いはない。このため高等学校では世界史を必修とすることが合理的だと説明されている。地理は中

学校で少しだけ世界を扱うので、高等学校では必修にはならないということだとすれば、地理の先生は納得しない。 

○現状の小・中学校の内容を考えれば、世界史の必履修はシステムとしてやむをえない。日本史と世界史が関連していない時代もあり、

指導に当たっては工夫が必要。 

○高等学校のA科目は多様な生徒が履修できる観点から、B科目は学問の観点からの構成が必要。その際、例えば、地理であれば、A科目

の総合性に配慮し、日本史、世界史との関連をA科目で図るなど内容面での関連が必要。 

○昨秋の未履修問題は、学校の法令遵守の姿勢の問題ではあるが、世界史を必修とし、日本史、地理のうちの一つを必修としたことの課

題が表れたとも考えている。教育課程を組みやすい、教えやすい、学びやすい枠組みを提供することが重要。 

○現代的課題は地理だけで扱う必要はない。世界史等も含め総合的に扱うようにすればよい。科目相互の関係を考えることは必要。 

○世界史の未履修問題が生じたのは、世界史が忌避される深い根があるためだ。「関連付け」というとますます指導が難しくなり、一層忌

避されるのではないか。また、「関連付け」という言葉を使って日本史と地理に配慮をしても、関係者からは満足は得られない。地理と歴

史の総合科目を作ってはどうか。 

○災害、防災や環境は人間の命に関わる。こうした事項を扱う地理を選択的な扱いとしてよいのか。世界史や日本史の中で地図を学んで

も、ハザードマップは読むことはできない。必履修は日常の実践的な営みから考えるべきであり、小中学校の内容から機械的に作られて

しまうのは不満だ。高等学校部会においても再考されたい。 

○世界の中に日本があることを思えば、世界史の必履修が問題とは思わない。日本史の教え方が孤立的であることが問題だ。ただ、この

ことは高校教員の教え方というよりは、大学の学問の在り方の問題であろう。大阪大では東洋史と西洋史をあわせて世界史を作ったが、

その中に日本史は入ってこなかった。東洋史、西洋史、日本史を融合できたのは熊本大学だけである。 

○未履修問題は、教える内容というよりは、大学入試に問題がある。世界史は主題学習の意識が強すぎる。システム論等の考え方も、初

めて世界史を学ぶ生徒には難しいと思う。 

○現代社会2単位の中であれもこれも教えるのは不可能である。優先順位を付けて教えているのが現状だ。倫理的内容、生き方を強調す

るなら、現代社会の2単位は再検討すべき。 

 

 有識者による世界史未履修問題が起こった時期に行なわれた議論である。赤字下線は筆者のものだ

が、ここでも、歴研の特設部会でだされた問題点は出尽くしている。しかし、「ハザードマップが読め

ない」という発言以外、だれもが現実の世界の動きを捉えて世界史必修の必要性に関しての発言はさ

れていない。「教養としての世界史」＝「大学受験のための世界史」をいかに効率よく学ばせるか程度

の問題意識であって、現実の世界･人類の抱える課題を解決するためなどという発想はない。また、教

                                                  
3 『もういちど読む山川世界史』が『もういちど読む山川日本史』とともに出版され、読まれているという。 
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養としての世界史学習方法の解決の方途を見いだしてはいない。未履修問題の解決が根本的には生活

実感としての日本人の世界史認識や学問的にも世界史学を構築する方向に向かっているとはいえない。

世界史教育を論議する土壌すら垣間見ることができないのである。  
新高等学校学習指導要領が 2009 年 3 月に文科省サイトにアップされた。その地理歴史編の解説が

遅れてやっと、12月25日に解説地理歴史編が登場した。
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なければならないだろう。では、枠組みを変遷史でみるとどうなるだろう。 
第1段階では、西洋史を主、東洋史を従とした、単線的で東洋・西洋の2つの流れの発展像であっ

た。1955 年,60 年と 2 回にわたる改定も基本的には、1951 年版と変化はない。人類の誕生、原始社

会の発展、文明のおこりから現代までの歴史の流れを、古代・中世・近代と発展するヨーロッパ史＝

西洋史を軸として、中国史を中心としたアジア史＝非ヨーロッパ史をいかに系統的に学習しやすく整

合させるかという構成であった。4第２段階では、複線型展開像で、いわゆる「文化圏」構想の世界史

構成である。1970年、78年の2回にわたる学習指導要領の改定で採られた世界史構成の方法であっ

た。5第３段階では、第２段階を「関係」概念で修正補強しつつ第1段階の発展像さらに発展させた関

係史的、総合的発展像にさせたものと読み込め、総合的統一的な理解を可能なものにしつつあると評

価できる。それが、現行と新の学習指導要領である。論ずべき内容や論点は多々あっても、学習指導

要領の変遷を辿れば、「世界史」成立当初のもの比べると、評価できるものなっている。6このように

「発展」、「展開」、「関係」という概念・理念によって、19世紀的西欧中心世界史像を発展させた「20
世紀的欧米先進国市民社会中心世界史像の日本版」と呼ばせてもらうが、その完成と見てよい。 
この学習指導要領「世界史」が作り出した歴史意識は、真珠湾攻撃をし、「鬼畜英米」を叫び、そし

て原爆を投下され、打ちのめされたにもかかわらず、欧米を憎まないものである。日米安保同盟によ

る日米協調に寄与してきた世界史認識であることを肝に銘じておくことである。つまり、現代文明の

象徴とも言える土建文明は、世界を野蛮化・地獄化してきたのであり、9.11事件を境に露呈したグロ

ーバリジェーションの野蛮化･地獄化の現実は、今一度この完成形の世界史像を再検討すべき段階にあ

る。「世界史学習をアカデミックな世界に乗せてみてもはじまらない」と歴研特設部会報告号批判とし

て述べてみたが、学習指導要領世界史の「内容」の変遷には、いわゆる世界史に関する諸研究の成果

等による世界史構成も反映していると考えられる。そこで、これまで大学の歴史教育法など社会科教

育法等関連授業で「世界史とはなにか」という導入で世界史に関する概説や一般書の目次構成を紹介

すると、受講した学生は、世界史構成にはいろいろなものがあり、世界史像が変化するものだと感想

をもち、定型の世界史像があって学んでいけばそこに到達し、世界史を理解したと納得できるもので

ないことに気付いている。 

２：「世界史構成」の考察―大学での世界史学習導入― 

今年度行なった「世界史学習の進め方」という講義で示した導入部分を紹介しておきたい。 
はじめに 

 高等学校の世界史未履修問題が起こって、改めて日本人の世界史認識が問われた。戦後60年、高等学校に科目世界史

が設置され、世間では、世界史、世界の歴史に関する出版も多く見られ、今日にいたっている。何回も世界史ブームも

あったが、二〇世紀末の国際化は、世界史を必修科目にしたにもかかわらず未履修問題が起こったから、深刻だった。

しかし、もともと、世界史が受験科目でなかったら、「世界史離れ」は進んでいたはずである。それほど、世界史は嫌わ

れ者であったし、もともと日本人自身が世界史感覚･世界史意識が高いとはいえないのである。しかし、人類として、人

間として存在する限り、どんなに差があったとしても、世界史感覚、世界史意識は備わっているのが、人間･人類である。

それをどのように開花させていくかは、他の教育と同じである。 

１．「世界史とは」問われて 

  どんな全体像が考えられてきたのだろうか。人類がアフリカで誕生して、全世界に広がった。その人類がどのよう

な歴史を歩んできたのかを各地域・各国ごとにまとめたもの。  

 研究書･概説書・一般書の事例 その巻立てを見よう。 

                                                  
4 二谷貞夫『世界史教育の研究』（弘生書林、1988）36頁 
5 同上書、37－41頁 
6 伊藤昌太「ロシア・ソヴィエト史を近現代史の中でどう捉えるか」、西洋史研究会編輯（東北大学大学院ヨーロッパ史研究室）『ヨーロ

ッパ近現代史と世界史教育』（公開講演会2001,9,22）10―15頁）学習指導要領における項目構成の変化については、別表参照。 
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① 1997年～2000年『岩波講座 世界歴史』全28巻 

  第1巻 世界史へのアプローチ 

  第2巻 オリエント世界 －7世紀 

 第3巻 中華の形成と東方世界 －２世紀 

  第4巻 地中海世界と古典文明  前1500年－後４世紀 

 第5巻 帝国と支配  古代の遺産 

 第6巻 南アジア世界・東南アジア世界の形成と展開  －15世紀 

 第7巻 ヨーロッパの誕生  ４－10世紀 

 第8巻 ヨーロッパの成長 11－15世紀 

 第9巻 中華の分裂と再生   ３－13世紀 

 第10巻 イスラーム世界の発展  ７－16世紀 

 第11巻 中央ユーラシアの統合   ９－16世紀 

 第12巻 遭遇と発見     異文化への視野 

 第13巻 東アジア・東南アジア伝統社会の形成 16－18世紀 

 第14巻 イスラーム・環インド洋世界    16－18世紀 

 第15巻 商人と市場     ネットワークの中の国家 

 第16巻 主権国家と啓蒙      16－18世紀 

 第17巻 環大西洋革命        18世紀後半－1830年代 

 第18巻 工業化と国民形成    18世紀末－20世紀初 

 第19巻 移動と移民           地域を結ぶダイナミズム 

 第20巻 アジアの〈近代〉     19世紀 

 第21巻 イスラーム世界とアフリカ   18世紀末－20世紀初 

 第22巻 産業と革新            資本主義の発展と変容 

 第23巻 アジアとヨーロッパ    1900年代ｰ 20年代 

 第24巻 解放の光と影          1930年代-40年代 

 第25巻 戦争と平和             未来へのメッセージ 

 第26巻 経済成長と国際緊張     1950－70年代 

 第27巻 ポスト冷戦から21世紀    1980年代－ 

 第28巻 普遍と多元             現代文化へむけて 

 

     

② 1969年～1971年『岩波講座 世界歴史』全30巻 

  第1巻（古代１） 古代オリエント世界  地中海世界Ⅰ 

 第2巻（古代2） 地中海世界Ⅱ 

 第3巻 (古代３） 地中海世界Ⅲ 南アジア世界の形成 

 第4巻 (古代４） 東アジア世界の形成 Ⅰ 

 第5巻（古代５）  東アジア世界の形成 Ⅱ 

 第6巻（古代６） 東アジア世界の形成 Ⅲ 内陸アジア世界の形成 

第7巻 (中世１） 中世ヨーロッパ世界Ⅰ 

第8巻 (中世２） 西アジア世界 

  第9巻 (中世３） 内陸アジア世界の展開Ⅰ 東アジア世界の展開Ⅰ 

第10巻(中世４） 中世ヨーロッパ世界Ⅱ 

第11巻(中世５）  中世ヨーロッパ世界Ⅲ 

第12巻(中世６） 東アジア世界の展開Ⅱ 
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第13巻(中世７） 内陸アジア世界の展開Ⅱ 南アジア世界の展開 

第14巻(近代１）近代世界の形成Ⅰ 

第15巻(近代２）近代世界の形成Ⅱ 

第16巻(近代３）近代世界の形成Ⅲ 

 第17巻（近代４）近代世界の展開Ⅰ 

 第18巻(近代５）近代世界の展開Ⅱ 

 第19巻（近代６）近代世界の展開Ⅲ 

第20巻（近代７）近代世界の展開Ⅳ 

第21巻（近代８）近代世界の展開Ⅴ 

第22巻（近代９）帝国主義時代Ⅰ 

第23巻（近代10）帝国主義時代Ⅱ 

第24巻（現代１）第一次世界大戦 

 第25巻（現代２）第一次世界大戦直後 

第26巻（現代３）一九二〇年代 

第27巻（現代４）世界恐慌期  

第28巻（現代５）一九三〇年代 

第29巻（現代６）第二次世界大戦 

第30巻（別巻）現代歴史学の課題 

コメント：①と②は、同じ岩波書店の講座ものだが、②は、1960年代までの戦後歴史学研究の成果を

反映して、マルクス主義歴史研究と西欧の歴史学研究方法が駆使された内容である。その表現は、全

巻が、古代･中世･近代と時代区分をして、発展段階を示す概念を使って、進歩発展の歴史観で貫かれ

ている。二〇世紀末から二一世紀にかけて刊行された①とは、異なっていることは一目瞭然と説明し

た。②の中世ヨーロッパや近代世界や帝国主義などの歴史用語が①の巻立てに用語として登場しない

ことに注目したいと述べた。 

①は、第 1 巻 世界史へのアプローチ 第 5 巻 帝国と支配  古代の遺産 第 12 巻 遭遇と発見     

異文化への視野 第 15 巻 商人と市場   ネットワークの中の国家 第 19 巻 移動と移民           

地域を結ぶダイナミズム 第 22 巻 産業と革新    資本主義の発展と変容 第 25 巻 戦争と平和             

未来へのメッセージ 第28巻 普遍と多元     現代文化へむけて に特色がある。世界史を把握す

るキーワードとして巻立てされたと考えられる。これは、近代西欧国民国家･市民社会の世界史認識を

越えて、より広い視点、グローバルな視点から人間集団を多層的に捉えて、世界史を組み立てる試み

と読み込んでいる、各巻においても、切り込み口が設けられているので、世界を通史的叙述が行なわ

れているわけでない。構造と展開、交通と比較、境域と局所、論点と焦点の四つの項目のうち3つぐ

らいが取り上げられている。講義では取り上げなかったが、①の25巻が刊行されたとき、月報３（1997

年12月）に西嶋定生が「世界史像について」という論考をよせているので、紹介しておきたい。②で

編集委員を務めた西嶋は、1956年に刊行された上原専禄監修『高校世界史』を例示しさらに、②の構

想された世界史像は次の二点を基軸としたとしている。 

 「第一は、地球上の諸地域が単一の世界、すなわち汎地球的な近代世界となるのは厳密には十九世

紀以降であるということ、第二は、それ以前の地球上には複数の世界が併存しかつ生滅していたとい

うことであった。このばあい汎地球的な近代世界が形成される以前の諸世界としては、古代オリエン

ト世界・地中海世界・南アジア世界・東アジア世界・内陸アジア世界・中世ヨーロッパ世界・西アジ

ア世界などの複数の世界が想定された。・・」で、世界史像を描いている。西嶋は、そのあと、①の

内容見本を見る限り、②が示した世界史像にたいして、「新らしき世界史像を定位させて明日へと生

きるわれわれの世界観を構築させるものでなければならない、と思われるが、内容見本を見るかぎり

では、どうもそこのところがはっきりしていないように、私には思われる。予定では第一巻「世界史
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へのアプローチ」でそのことが十分に検討されるであろうから、私の思いは杞憂にすぎないかもしれ

ない。」と、①の講座に対して、不満を述べている。このような発言を活用すべきであった。 

西嶋は、最後に、「もしここで求められている世界史像が、従来の体系化を求めた世界史像に代って、

その反体系性ないしは無体系性を意図するものであるならば、これまた停戦終結以後の現在世界の混

沌さの表現として、有意義なものであるかもしれない。なぜならば歴史は現在からのみ書かれるもの

であり、そしてカオスは神々の故郷であるからである。」と結んでいる。①の岩波講座『世界歴史』

と同時期に出版された中央公論新社『世界の歴史』を取り上げた。本来なら,前の中央公論社版『世界

の歴史』（1960年刊行開始）も取り上げるべきだった。第一巻は「古代文明の発見」だった。しかし、

ここでは、現在、刊行進行形であった講談社『興亡の世界史』との比較で取り上げた。 
③中央公論新社『世界の歴史』全３０巻（1997－1999年） 

１．人類の起源と古代オリエント 

２．中華文明の誕生 

３．古代インドの文明と社会 

４．オリエント世界の発展 

５．ギリシアとローマ 

６．隋唐帝国と古代朝鮮 

７．宋と中央ユーラシア 

８．イスラーム世界の興隆 

９．大モンゴル時代 

１０．西ヨーロッパ世界の形成 

１１．ビザンツとスラヴ 

１２．明清と李朝の時代 

１３．東南アジアの伝統と発展 

１４．ムガル帝国から英領インドへ 

１５．成熟のイスラーム社会 

１６．ルネサンスと地中海 

１７．ヨーロッパ近世の開花 

１８．ラテンアメリカ文明の興亡 

１９．中華帝国の危機 

２０.  近代イスラームの挑戦 

２１．アメリカとフランスの革命 

２２．近代ヨーロッパの情熱と苦悩 

２３．アメリカ合衆国の膨張 

２４．アフリカの民族と社会 

２５．アジアと欧米世界 

２６．世界大戦と現代文化の開幕 

２７．自立へ向かうアジア 

２８．第二次世界大戦から米ソ対立へ 

２９．冷戦と経済繁栄 

３０．新世紀の世界と日本 
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④ 講談社『興亡の世界史』全21巻 2008年～2009年  

00. 人類文明の黎明と暮れ方 青柳正規 

01 アレクサンドロスの征服と神話 森谷公俊 

02 スキタイと匈奴 遊牧の文明 林 俊雄 

03 通商国家カルタゴ 栗田伸子・佐藤育子 

04 地中海世界とローマ帝国 本村凌二 

05 シルクロードと唐帝国 森安孝夫 

06 イスラーム帝国のジハード 小杉 泰 

07 ケルトの水脈 原 聖 

08 イタリア海洋都市の精神 陣内秀信 

09 モンゴル帝国と長いその後 杉山正明 

10 オスマン帝国500年の平和 林佳世子 

11 東南アジア 多文明世界の発見 石澤良昭 

12 インカとスペイン 帝国の交錯 網野徹哉 

13 近代ヨーロッパの覇権 福井憲彦 

14 ロシア・ロマノフ王朝の大地 土肥恒之 

15 東インド会社とアジアの海 羽田 正 

16 大英帝国という経験 井野瀬久美江 

17 大清帝国と中華の混迷 平野 聡 

18 大日本･満州帝国の遺産 姜尚中・玄武岩 

19 空の帝国 アメリカの20世紀 生井英考 

20 人類はどこへ行くのか 福井憲彦・杉山正明・大塚柳太郎・応地利明･森本公誠・松田素二・朝尾直弘 

青柳正規/陣内秀信/ロナルド・トビ 

コメント：この二つのシリーズは、丁度の 10 年間くらいの間隔で出版されているので、歴史意識が

どう違うのかということにも関わってくる。前者③は、冷戦終結をうけてのものであり、後者④は、

9.11事件後の刊行である。グローバリゼーションの進行も、前者は,一極化の進行中であり、後者は戦

時下で、一極から多極化へと進行している時期である。学生は、後者に、18 巻に日本が登場し、20
巻が人類でおわっているが、前者は、日本と世界の同時代史で終わっていると指摘した。 
そして、現在、進行中の史料集をとりあげた。             

 
⑤ 歴史学研究会編『世界史史料』全12巻 2006年12月～ 

第1巻 古代オリエントと地中海世界 

第2巻 南アジア･イスラーム世界・アフリカ 

第3巻 東アジア･内陸アジア・東南アジア Ⅰ  10世紀まで 

第4巻 東アジア･内陸アジア・東南アジア Ⅱ    10－18世紀 

第５巻 ヨーロッパ世界の成立と膨張 17世紀まで 

第6巻 ヨーロッパ近代社会の形成から帝国主義へ   18・19世紀 

第7巻 南北アメリカ 先住民の世界から19世紀まで 

第8巻 帝国主義と各地の抵抗 Ⅰ 南アジア・中東・アフリカ 

第9巻 帝国主義と各地の抵抗 Ⅱ 東アジア・内陸アジア・東南アジア・オセアニア 

第10巻 20世紀の世界 Ⅰ ふたつの世界大戦 

第11巻 20世紀の世界 Ⅱ 第2次大戦後 冷戦と開発 

第12巻 21世紀の世界へ 冷戦の終結・湾岸戦争 日本と世界 16世紀以後 
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   刊行の言葉 より「(前略)～ そのような教育・研究の面での試みは、マルクス主義的な「世界史の法則」を提唱

する立場と、文明圏・地域を重視する発想とが相互批判を行いながら、世界史像を作っていく過程であった。国ごとの

歴史、地域の歴史をただ集めただけでは世界史たり得ない。ヨーロッパ中心ではない世界史を描きたいという、困難な

課題に立ち向かっていたのであった。だがさらに近年には、国民国家批判が行われるようになり、国家の枠には収まら

ない多様な集団や文化に注意が払われ始め、課題はいっそう重くなった。その上、一九九〇年代には、二〇世紀を左右

する存在であったソ連邦が消滅するという、それまでの歴史認識の前提を揺るがす「大変動」が生じた。世界史の理解

は新たな模索の段階に入ったと言える。～(後略)」（ 歴史学研究会『世界史史料』編集委員会代表 西川正雄 ） 

 コメント：今日においてもその世界史像の迷走しており、通史的な把握はむずかしい。「世界史は、

つねに、認識および評価の具体的経験的主体によって表象され、構想された一つの被造物に他ならな

い」とはかつて上原専禄が述べたことである。いま史料集として、示された世界史構成は、近代・帝

国主義という欧米資本主義のグローバリゼーションと各地の抵抗という構造で迎えた二〇世紀の地球

大世界史像が2つの大戦をへて、21世紀の世界を史料であとづける意欲作。世界の民衆・民族そして

人類のゆくえはどうなるのだろうか。他方、新学習指導要領が、「地球世界の到来」と大項目に掲げて

いるが、欧米では、グローバル・ヒストリー（全球通史：中国語表現）が登場した。 
⑥ スタブリアノス「グローバル・ヒストリー」 

１：先史時代 

  １）食物採集時代 

  ２）食物生産時代 

２：ユーラシア古典文明、西暦500年に向かって 

  ３）最初のユーラシア大陸文明（BC.3500～BC.1000） 

  ４）古典文明 ユーラシア文明形成（BC.1000～AD.500） 

  ５）ギリシア･ローマ文明 

  ６）インド文明 

  ７）中国文明 

  ８）古典文明の終焉 

３：ユーラシア大陸の中世文明 500～1500 

  ９）中世文明のユーラシア大陸的展開 

  １０）イスラム教の興起 

  １１）トルコ・モンゴルの侵略 

  １２）伝統的ビザンチン文明 

  １３）伝統的儒教文明 

  １４）革命的西方文明 

４：非ユーラシア世界 1500以前 

  １５）アフリカ 

  １６）アメリカとオーストラリア 

  １７）ヨーロッパ膨張の夜明け 

５：1500年以前の諸地域世界 

  １８）西方拡張期のイスラム世界 

  １９）西方拡張期の儒教世界 

   ２０）拡張期の西方文明；ルネサンスと宗教改革 

   ２１）拡張期の西方文明；経済成長と国家建設 

６：新興西方世界 1500―1763年 

   ２２）西欧の拡張―イベリア段階、1500-1600年 

   ２３）西欧の拡張―オランダ･フランス・イギリス段階、1600-1763年
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第12章 欧米における近代国民国家の発展 

第13章 アジア諸地域の動揺 

第14章 帝国主義とアジアの民族運動 

第15章 二つの世界大戦 

第16章 冷戦と第三世界の自立 

第17章 現代の世界 

  それに対して、上原専禄監修『高校世界史』(1956年)や不合格本となり、一般書として出版され

た『日本国民の世界史』（岩波書店、1960年）などの現実的課題に即していかに世界史的現実を認識

すべきかなどを基調とした方法論をうけついだ次の構成を示した。 
 

⑧ 実教出版：教科書「高校世界史」(1977年不合格本) 

第1部 前史 

 第1章 東アジア世界 

 第2章 東南アジア世界 

 第3章 南アジア世界 

 第4章 西アジア・北アフリカ世界 

 第５章 ヨーロッパ世界 

 第6章 アフリカ世界 

 第7章 アメリカ世界 

 第8章 太平洋世界 

 第9章 北方ユーラシア世界 

〈中間主題〉騎馬民族の社会と文化 

      イスラム文明とヨーロッパ(７～12世紀) 

第2部 本史Ⅰ（１） 

 序章 世界史の一体化のはじまり 

 第1章 東アジア世界 

 第2章 東南アジア世界 

 第3章 南アジア世界 

 第4章 西アジア・北アフリカ世界 

 第5章 ヨーロッパ世界 

 第6章 アフリカ世界 

 第7章 アメリカ世界 

 第8章 太平洋世界 

 第9章北方ユーラシア世界 

 〈中間主題〉オスマンートルコと西ヨーロッパ（15～16世紀）

第3部 本史Ⅰ（２） 

 第1章 ヨーロッパ世界 

 第2章 アメリカ世界 

 第3章 西アジア･北アフリカ世界 

 第4章 アフリカ世界 

 第5章 南アジア世界 

－ 11 －



 
  

ⓒSadao NITANI 

 第6章 東南アジア世界 

第7章 太平洋世界 

第8章 北方ユーラシア世界 

第9章 東アジア世界 

〈中間主題〉世界史としての19世紀 

第4部 本史Ⅱ 

第1章 ヨーロッパ世界 

第2章 アメリカ世界 

第3章 西アジア・北アフリカ世界 

第4章 アフリカ世界 

第5章 南アジア世界 

第6章 東南アジア世界 

第7章 太平洋世界 

第8章 北方ユーラシア世界 

第9章 東アジア世界 

 この教科書は、19世紀以降を横割りにすることで、合格本となったが、人類の誕生からオリエン

トへといういわゆる 19 世紀的西欧中心史観の世界史像の改良型の世界史構成とことなり、採用数も

少なく、僅かな期間で絶版になったと説明した。東アジアや東洋文明からはじまる世界史学習はなか

なか現場では馴染まず、ということは、日本人の世界史像にはある定型＝19世紀的西欧中心史観の世

界史像が歴然と存在しており、それを打破して、つまりは「西洋めがね」をはずして、どのような観

点で世界の歴史を捉えればよいか改めて問われていることを導入として学習している。 

３．世界史学習の視点―「地域から考える世界史」－ 

  なぜ「地域から考える世界史」なのか。『あたらしい歴史教育６【戦後歴史教育を見直す】』（大月

書店、1994年）に「高校世界史学習とその展開」を執筆した際、そのサブタイトルは、「同時代全地

域把握」から「地域・日本・世界の一体的把握」へと付したのは、現場の世界史意識がそのような方

向を獲ってきたものと認識していたからである。 
同時代的全地域的把握の全地域的把握は、全地域であり、全階層的であり、「古代」「中世」と現代

の有機的関連、諸地域世界の有機的関係を捉えることをめざしていた。 
さらに、日本史と世界史の統一的把握、弱者の世界史、現代認識としての世界史、人類史としての

世界史、など実践的な検討がすすみ、「地域・日本・世界の統一的把握」をめざす世界史学習へと展開

した。 
教育という職分それ自体からの歴史的政治的状況への認識をぬきにしては、学問の成果も主体的に

はこなせないということが、地域から考える世界史の創造となったのである。ナマの問題の教育的な

生かし方が求められる。その際、杉原達が「大阪・今里からの世界史」で述べたように、生活や地域

を語るとき素朴な実感のみを絶対視したり、ミクロ・ヒストリーに遁走して、全体的・構造的動態の

把握を回避する姿勢をとるべきではない。上原専禄の世界史学構築をめざした、13世紀世界史起点論

や 13 地域世界区分論。さらに、吉田悟郎・鈴木亮氏などが世界史教育実践研究であきらかにしてき

た世界史論に学びながら、仮説を立てる。第１枠から第4枠と区切って表現してあるが、一つの歴史

学習枠のものであり、学習者自身がこうした全体像のなかに主体的に関わっているのが歴史と向き合

って学び続ける姿であることを想定したものと理解して欲しい。 
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 第1枠 
目的 

世界史感覚・世界史意識の形成  自己の中に異質多元的な自己を発見する 

【内在（精神）史と外在(文明)史】【歴史と反歴史・非歴史】交差・融解 

  第2枠          ⇕ ⇕  ⇕  ⇕  ⇕   

学習の成果として 

    世界史像の自主的形成（（日本史と世界史の統一的把握）  
目標：学習者がめざすもの 

  第3枠           ⇕ ⇕  ⇕  ⇕  ⇕   

学習の作業として 

同時代的全地域的把握  ⇔  地域・日本・世界の統一的把握 

第4枠        ⇕ ⇕  ⇕  ⇕  ⇕   

歴史に立ち向かうために 

エ  ピ  ソ  ―  ド  層 （ 地 域 か ら 考 え る 世 界 史 ）

授業づくりは、「教材」の選定→「授業方法」の工夫→「教育内容」の設定 
(風土、生活,生産、言語、風俗,習慣、宗教、神話、民話、音楽、文学、美術、考え方、思想、政治、経済、社会の全体）     

例：ジーンズや紅茶と産業革命、クロワッサンとトルコ、イモとアメリカ、オーデコロンとローマ、ねずみや馬の世界史、ゾウやキ

リンの渡来、チューリップとオスマン帝国、切手、貨幣、軍票、紙幣、映画、写真、絵画・・・ 

二宮宏之「歴史的思考の現在」（『岩波講座・社会科学の方法Ⅸ』1993）  

 示した四つの枠（第1枠から第4枠）は双方向の矢印で示したように４つの枠は全て関連しあって

おり、世界史を学習するとは、この四つの枠全てに関わっているということを示している。 
あえて言えば、一番下の枠が学校で行われている世界史の授業現場と想定している。いかに歴史に

立ち向かうために創意工夫を凝らして、授業をつくっているか。教師と生徒の共同作業になればだが、

教師の独り相撲となるかもしれない。近年まとめられた小田中直樹氏の報告（2007年）7は、この第

4枠にあたり、教師の悪戦苦闘の様子がよく分かる。そして、その良心的な教師たちは第3枠から第

1枠を目指しているし、生徒たちも同様なはずである。 
第1枠は、世界史学習･世界史教育がめざす目的であり、第1枠から第4枠へと下降し、そして,上

昇してくることが日常的に行なわれていると仮説を立てている。しかし、それも世界史教育･世界史学

習の成果･結果であると考えたい。世界史感覚･世界史意識の形成とは、根本においては、歴史感覚・

歴史意識の形成に根ざすものであり、同義と言っても良い。もともと人間が歴史的存在であることを

自覚するということがむずかしい。第１枠内の内在史は精神としてあるが、外在史=文明史は客体で

あり、それを内在化することで、歴史意識(世界史感覚・世界史意識)をつくるのであり、また、歴史

と反歴史との交差が学習者自身の内在史になるので、当然葛藤がある。8 
第2枠に関わって、自主的な世界史像の形成について、前年度のこのセンター報告でも取り上げた

                                                  
7 小田中直樹『世界史の教室から』（山川出版社） 
8 拙論「歴史像の形成と社会科」（教員養成大学・学部教官研究集会社会科部会編『社会科教育の理論と実践』東洋館出版社,1988年） 
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ので参照して欲しいが、学習者自身が歴史叙述を試みる作業は、繰り返し行なわれる必要がある。9 
この「世界史像の自主的形成」は上原専禄が1950年代に使用した用語だが、「戦後の国民的実践課

題にまさしく対応し、それの克服を志向する重く、深く、緊要な歴史学的・社会科学的研究課題の基

本的方法および綜括的目標として、筆者が選定したものに他ならない」し、「国民に対して新しい世界

史像を与えるのだというようなたかぶった気持ではなく、国民とともに模索しながら新しい世界史像

を一つの見本として試作するのだ」10とこの言葉のもつ意味を語っているが、世界史学習のあり方そ

のものであり、世界史像の自主的形成を学習者自身が試みる作業をすることと解釈しておきたい。教

科書が示している世界史像も一つのサンプルであり、それを是として暗記するものではないのである。 
括弧して日本史と世界史の統一的把握と記してあるが、これも、上原専禄が提起した世界史学習で

ある。次の発言が重要である。「世界史と日本史を歴史教育の面で、統一的にどう扱えばよいのかとい

う問題の答えは、実は歴史家や歴史の研究者だけでは処置できないのであって、非常に大きいことを

いうことになりますが、日本の国民というものが、どのような歴史意識、歴史感覚を今までもってい

たか、これからどんな新しい歴史意識、歴史感覚がおおぜいの国民の間に形成されて行くだろうかと

いうことに関連させなければ、結局処置できないほどの、非常にスケールの大きい問題だと考えるの

であります。」また、日本史と世界史との統一的把握については、日本史と世界史の連関を単純に結び

つけるように考えるのではなく、「研究上・教育上、便宜のために世界史と日本史とにわけたり、世界

史をさらにいろんな民族史、地域史にわけたりするのは、研究上・教育上の都合でどうやってもいい

のですけれども、私たちの意識のなかでは、日本史と世界史とを区別する理由がだんだんなくなって

いくのではないかと思うのであります。結局、世界史というものを、なにか、日本史というものをそ

の中に含むかもしれないが、日本史を超越したものとしてなにものかに関する研究であり、教科であ

るというふうに考えてきたところから、世界史と日本史とをどう結びつけるかという問題がおこるの

であって、日本史の現実をつきつめていき、掘り下げていけば、日本史的現実に密着して当然考慮し

なければならないだけの世界史的現実というものが、視野のなかに入ってくるのではないか。～日本

史的現実を掘り下げていくと世界史的現実にぶつかっていく、それを研究のなかで消化し、教育の面

で消化していくということでいいのではないか、そういうぐあいに考えられはしないかと思うのであ

ります。」と述べている。11 
第3枠は、作業として行なうのだが、前掲書『あたらしい歴史教育６【戦後歴史教育を見直す】』（大

月書店、1994年）で整理をしたので、参照して欲しい。「同時代的全地域的把握」とは、例えば、８

世紀のユーラシア世界を描いてみる。コンスタンチノポリス、バグダード、長安、平城京をつないで

ユーラシア大陸を鳥瞰してみる。あるいは、13世紀後半のパックスータターリカをモノ・人・情報な

どの移動を含めて描いてみる。また、「地域・日本・世界の統一的把握」、同様な方向で、日本列島内

のある地域から、自分の学習している地域から日本・世界へと押し広げていく。そうした作業を繰り

返していく。歴史地図を学習者自身が描いていく作業である。 
第4枠で、強調したいのは、地域から考える世界史である。 
事例として、筆者の経験から取り上げよう。2004 年 3 月、上越大学を退職後、長野県茅野市の住

人となり、安曇野・松本平・諏訪地域を散策するようになった。寺社・史跡や博物館、などを見て回

るようになる。 
 ① 第二次世界大戦と諏訪鉄山 

諏訪鉄山の掘り起こしに学ぶ 茅野駅前の機関車C12が展示されている。 
   1945(昭和20)年、日本鋼管が軍部の本土決戦、軍需省の期待で、明治地区・石安地区・糸萱地

区で、273,960トン、徴用工として、朝鮮半島から200名が昭和18年から徴用されていた。（1639

                                                  
9 産業革命期の世界史を描写したものだが、1例として参照して欲しい。 
10 『上原専禄著作集8』207－208ページ 
11 「世界史と日本史との統一的把握の問題」は1957年11月の講演で、『上原専禄著作集12』（150－166頁）に所収。下線部は引用者。 
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名が総労務者数） 期待されたのは、含有率45％の鉄鉱石と露天掘り。立命館大学生や諏訪中学など

勤労奉仕隊として働く。 
  1945年6月4日連合軍捕虜242名が到着。蓼科捕虜収容所（東京俘虜収容所第6分所）アメリ

カ、イギリス、オランダ、カナダ、オーストラリア、支那、（士官８、非軍人28名、ドクター2名、

チェコの非軍人1名？）強制労働、地元民との接触・食糧不足、戦後の慰問物資投下と地元民 
その後のこと：引揚げ時、笹子駅での列車事故の負傷者への奉仕（1945年9月2日） 

偲ぶ会（1955年6月、元捕虜も参加） 
以上のような、諸事実の掘り起こしは、そのこと自体が、第二次世界大戦の学習であり、いわゆる教

科書風の学習に終わらせないものとなる。 
② 二人のよし子と日中戦争 

 清朝の粛親王の娘（金壁輝）が松本平で成長した川島芳子。松本の城山公園下の寺に川島浪速の墓

に眠る芳子。島立の博物館に川島芳子に関する展示室がある。 
男装の麗人としてもてはやされたが、北京・上海・満州国で活躍。漢奸として処刑された。実は生

きていたとも話題になった。以下参考文献を列挙する。 
川島芳子記念室設立実行委員会発行・穂刈甲子男編著『真実の川島芳子』 
                        『川島芳子獄中記』 
園本琴音『孤独の王女 川島芳子』 智書房 2004年刊 
原田伴彦「川島芳子をめぐってー 異国の佳人・断想」 
（『原田伴彦著作集６ 人物史夜話』、思文閣出版、1982年）    
寺尾紗穂『評伝 川島芳子―男装のエトランゼ』文春新書2008年 
倉科 平 宮浦真之助 画[『川島浪速』（川島芳子記念室運営委員会  

 他方、山口淑子は、李香蘭として満映のスターとして国策映画で活躍。日本でも日中双方でもては

やされた。戦後漢奸として裁ばかれるが、処刑は免れ、帰国。山口淑子として映画界にカンバック。

越境の彫刻家イサムノグチと結婚。離婚後、国会議員として日中交流親善に活躍。 
 二人のよし子は、日中戦争において両国にまたがって生きてきた。以下参考文献である。 
 藤原作弥『山口淑子 －李香蘭 私の半生』1987年 講談社 
山口淑子『「李香蘭」を生きて』2004年 日本経済新聞社 
四方田犬彦編『李香蘭と東アジア』2001年 東大出版会 
地域に生きた川島芳子に対して山口淑子は同時代を生きてきたが、境遇が似ていることを比較しな

がら、日中戦争を学習することになる。また、戦後のなかで、どう扱われてきたかも学習し、歴史が

過去のものでないとことが実感させられる。 
③ 河原操子と「近代日本とアジア」 
 2004 年 11 月,美咲 蘭という朗読家・脚本家の新聞記事で、11 月に松本市芸術文化祭で「彩虹、

蒼き天に・・・」という脚本で上演。松本藩の儒学者の家に生まれ、中国とモンゴルのカラチン王国

で女子教育に尽力した河原操子の名を知る。松本市博物館の郷土の偉人として、川島芳子とともに展

示されていた。（後掲報告参照） 
④ 碌山美術館を訪ねて 
  HP より：日本の近代彫刻の扉を開いた荻原守衛（碌山）の作品と資料を永久に保存し、一般に

公開するために、昭和33 年4 月、29 万9100 余人の力によって、碌山の生地である北アルプスの

麓・安曇野の真中に誕生いたしました。また碌山と関係の深い優れた一群の芸術家たちの作品を併せ

て蒐集保存し、日本近代彫刻の流れと展開を明らかにしようと努めております。 
女という彫像から 相馬黒光 ― 新宿中村屋のインドカリー 
― ビハーリー・ボース 

中村岳志『中村屋のボースーインド独立運動と近代日本のアジア主義』（白水社、2005年） 
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1910年の作。重要文化財 碌山の死後、良は、アトリエに行って今度

は「女」を凝視し、「もがくようなその表情」が「女性の悩みを象徴し

て」いると感じる。（『黙移』）32 歳で生涯をとじた守衛（碌山）の最

後の作品。 
 
 
テーマとして、碌山とロダン 
 
 
 

 
⑤ 国宝縄文のビーナスから広がる縄文人の世界は、アフリカを出た新人の世界につながる。 
茅野市棚畑遺跡出土の高さ27cmの土偶 に続いて茅野市中ッ原遺跡出土の仮面の女神と名付けら

れた土偶。1 万年前～8 千年前が縄文時代確立期：中部山岳地域の森の文化縄文はムラとムラを結ぶ

ネットワークができた。黒曜石の文化圏のひろがりとみることができる。雑木林にかこまれた生活環

境。縄文中期の発展がビーナス。尖石博物館 
 

 
 

全ての現代人は、約 16 万年前、アフリカで生活していた女性（ミトコンドリア・イブ）を共通の

祖先とする。出アフリカ後、約10万年前には、中近東。7万年～5万年前にはアジア、オーストラリ

ア、4万年前にはヨーロッパ、1万4000年～1万2000年前には、アメリカ大陸、数千年前には南太

平洋の島々へ移動した。こうして、1500年前にほぼ人類の移動は終わる。 
日本人の母になる女性は16人と明らかになってきた。ミトコンドリアDNAから解明された。 
篠田謙一『日本人になった祖先たち』（NHKブックス、2007年）によれば、 
＊ 東アジアの最大集団は、Dのグループで、朝鮮半島や中国東北部に広がるD４･・32.61％ 中

国南部を中心としたD５・・4.8％ 
＊ 7人に１人が該当する「環太平洋に広がる移住の波」Aのグループ   A 6.85% 
＊ 日本の基層集団を生む系統 M７ M7a（7.47%）は主として日本、M7ｂ（4.45%）は大陸沿

岸から中国南部地域、M7ｃ（0.76%）東南アジアの島嶼部 
M7が生じたのが4万年前、各サブグループが生じたのが2万5000年前で、中央アジアから北東

アジアに殆ど分布していないことから、この時代には、地球の寒冷化によって,極地方には大量の

水が集積して、海水面は低下していて黄海から東シナ海にかけては広大な陸地が出現。おそらく

M7 の起源地は今は海底。そこでうまれたグループ M7a は、琉球列島を伝わって日本に入ってき

た。本土の約7％だが、沖縄は4人に1人が持っている。M8a―1.22%、M10－1.3% 
＊ マンモスハンターの系譜 A―6.85％  中央アジアから北アジアに限られる。旧石器時代の
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シベリアのマンモスハンターと呼ばれる優秀な狩猟民 A4は東アジア各地にひらがる。A5は朝鮮

半島から縄文以降に入ったが、渡来系弥生人との関連は薄い。 
＊ 北方に特化するGグループー6.86％  
＊ 東南アジアの最大集団 Fグループー5.34% 
＊ 北方ルートの末裔たち N9 グループ N9a―4.57%  N9ｂ－2.13% 
＊ 北方漢民族との結びつき M8a グループ 1.22% 
＊ 中央アジアの平原に分布を広げる Cグループ 
＊ 北方アジアにつながる系譜 M10 グループ 縄文人に多いミトコンドリアDNA ブリヤー

ト人 
＊ アジアとヨーロッパを結ぶ人びと Z グループ 極北地域の集団にみる 非常にユニークな

もの 
＊ 日本のなかのヨーロッパ人の系統 HVグループ 

 ここまで、縄文学習が世界史学習へ広がっていく。その学習の導入となる諏訪の考古学者―鳥居龍

蔵の下で、岡谷出身の八幡一郎、茅野市の宮坂英弐（尖石考古館初代館長）、「縄文農耕論」を主張し

た藤森栄一 戦後派の三人は、武藤雄六、宮坂光昭、戸沢充則 がいる。 
 
４：まとめにかえてー無尽蔵に掘って行く地域の歴史とそのひろがり 
諏訪の片倉館から製糸業と世界 、岩波茂雄と永田鉄山、諏訪湖の釜口とパナマ運河。また、二・

四事件（「長野教員赤化事件」）と世界恐慌と地域はその歴史から日本史へ、さらに、「地域から考える

世界史」から「地域で創る世界史」「地域で世界を見つめ、意識･認識する」へと深まっていく。学校

で、通史学習が行われるが、必ずしも、通史による世界史学習や日本史学習が歴史認識を深め、歴史

意識をつくるものではなく、むしろ、疎外しているかもしれない。 
 
（河原操子に関する報告） 

国際理解教育学会岐阜大会（2006年6月10～11日） 

テーマ 20世紀初頭の日中交流の一こま ～河原操子の活動～ 

 A study about the scene of interchange with Japan and China in the beginning of 
the 20th century  the instructional activity of Misako Kawahara       

                        二谷貞夫（元上越教育大学） 

 河原操子(1875~1945)、教育者。1903年、内モンゴル・カラチンに女子教育の学校を創設し、2ヵ年だが、献身的な

教育活動を行った。1905 年帰国する。その後、1906 年、一宮鈴太郎と結婚、渡米。1909 年、『蒙古土産』を実業之日

本社より刊行 256p。1921 年帰国。1935 年、福島貞子著『日露戦争秘史中の河原操子』が婦女新聞社から発行 216p。

一宮操子として序。旅日記64p を付す。1944 年、『新版蒙古土産』が大阪の靖文社より刊行313p。1945 年、熱海にて

71歳の生涯をとじる。 

１．はじめに 
 研究を始める動機は、松本城に隣接する松本市立博物館を見学した際、郷土の偉人として、川島芳

子とともに河原操子の写真が展示されていた。なぜ長野県松本平に日露戦争をはさんだ時期にモンゴ

ルまで出かけて、女子教育に力を注いだ女性がいたのかというきわめて素朴な疑問を抱いたからであ

る。しかも「男装の麗人」として知られる川島芳子と一緒に写真が並べてあったことも驚いた。この

松本平で育った2人の女性が、近代の日中交流に活躍したのはどういうことなのか。一人は、清朝末

期の粛親王第 14 王女愛新覚羅顕し、中国名金璧輝、川島浪速の養女となった川島芳子である。日中
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戦争に深く係り、時代に翻弄され、漢奸として銃殺された。松本市城山公園の川島浪速の墓に名が刻

まれている。また、日本刑法博物館（松本市島立）には、川島芳子記念室があり、関係資料がてじさ

れている。河原操子も関連する展示がある。なぜ、いま顕彰されているのか興味はつきない。 
 問題意識と研究目的としては、近代化する東アジア世界の中で、国境を跨いで生きる個人、ここで

は特に女性がどう「国際人」としてどう生きたかを明らかにしたい。これは、最終目的であり、当面

は、「日露開戦直前、ロシアの情報を集める特命を担っていたとされ、長く忘れ去られた存在だった」

河原操子にスポットを当てて、国際交流における国家政策・政治動向・個人の生きかたを時代と東ア

ジア世界のなかでとらえかえしてみたい。 
２．河原操子の中国･モンゴル認識―『蒙古土産』の構成と内容（新版『蒙古土産』） 
序編（入蒙当時の回顧、1.運命の手、２．喀喇沁王室の優遇、３．表裏両面の事業、４．烈士伊藤

吉原両氏、５．特別任務第一班） 

本編 第1章清国の女子教育と我、第2章上海務本
ウーペン

女学堂、第3章南海小観、第4章南京行、第5

章北京行、第6章喀喇沁行、第7章喀喇沁雑記、第8章毓正女学堂、第9章雪中梅、第10章帰朝日

記、余録 喀喇沁王の御手簡、教え子達の手紙など書簡類  
３．河原操子とその著『蒙古土産』の捉えかた 
近年の先行研究のひとつに、岩橋邦枝「河原操子―密命を帯びた若き女教師が秘境にうちたてた教

育の理想像」（『人物近代女性史７明治女性の知的情熱』1981年、講談社刊）がある。河原操子には“日

中親善の志”が時代の中で培われ、28歳でカラチン王府に女学校を創設し、女子教育の道を拓き、裏

面で軍事機密にかかわる極秘の役目を負うにはそれだけの素地があった。育った時代環境と教育の賜

物としての国際感覚が備わっていたと考えられる。一宮操子著『蒙古土産』（1909年刊）が繰り返し

出版された。1944年新版が大阪の靖文社から出版された。戦後では、書名をかえた『カラチン王妃と

私：モンゴル民族の心に生きた女性教師』芙蓉書房、1969 年刊があり、『新版蒙古土産』が 50 年後

1994年に東京のゆまに書房から『シリーズにっぽん記明治の冒険者たち、第13巻』として複製・発

行された。もう一つ、考慮したいのは、河原操子の伝記が、友人福島貞子著『日露戦争秘史中の河原

操子』婦女新聞社が1935（昭和10）年に刊行されていることである。    
◎初版『蒙古土産』が出版された1909年は、10月に伊藤博文がハルピン駅頭で安重根に射殺された

年である。当時の日本のアジア外交は、日英同盟を基調とした「小村外交」であり、ロシアが満州、

日本が韓国をという伊藤博文の交換論には反対であった。 
◎1935年に伝記が出版されているが、満州国皇帝溥儀が来日した年であり、一方で天皇機関説、他方

では国体明徴の訓令があった。軍部では統制派永田鉄山が皇道派相沢中佐に斬殺された。また、中国

では、チャハル12事件が起き、関東軍が河北省やチャハル省北中部へ勢力を拡大する時期であり、国

民政府軍との緊張関係は高まるばかりであった。  
◎1944年 敗戦濃厚。対ソ交渉も捗らず。学童疎開はじまる。1939年に内蒙古に成立した蒙古連合

自治政府が張家口で日本の傀儡政権となって、4万近い日本人が活躍していた。 
信濃田翁「再刊に際して追記」に言う「本書を読まれる若い婦人方は、本書の著者が四十年前に北

方蒙古で活躍された元気と愛国心を、今日国内及び南方に於て発揮し、日本婦人がいかに強いかを、

世界に示されんことを希望する。」 
◎1969年 安田講堂封鎖事件。沖縄返還交渉はじまる。中ソ国境紛争・武力衝突。 
◎1994年 「従軍慰安婦」問題、細川内閣・羽田内閣・村山内閣、松本サリン事件 
       小中学校「日の丸」掲揚率95%を超える。 
                                                  
 英米への従属と対立という矛盾を内包して、韓国併合と第2次条約改正で、国権の完全回復と同時にアジア諸民族への抑圧を明示した。

日本帝国主義成立期の外交といえよう。 
12 チャハル＝察哈爾、元内蒙古の部族名。清末、漢人の入植多く、民国に入り、左翼4旗がチャハル省、右翼４旗が綏遠省に分属。チャ

ハルの省都は張家口。1952年、内蒙古、河北省、山西省に分属･解消。 
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◎2004年11月、美咲蘭が河原操子を主人公とした脚本「彩虹、蒼き天に…」を書き、松本市芸術文

化祭で上演される。 
４．まとめにかえて 
 ①近代公教育を内モンゴルにもたらす。  
②信濃海外協会などを通じて満州移民を積極的に推進した永田稠の言葉「一番先きに日本のスパイ

が渡った。次ぎに鉄砲をかついだ兵隊が渡った。而して算盤を握った商人が渡った。其間に極めて少

数の鍬をかついだ農民が渡った」（加納実紀代「満州と女たち」13より） 
 

                                                  
13 『岩波講座近代日本と植民地５膨張する帝国の人脈』202p. 
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江口武正『耕地整理』の今日的意義と地域に根ざした教育の課題 

―社会問題への教育実践からのアプローチの可能性― 

 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科  准 教 授 

上越教育大学学校教育実践研究センター 客員研究員 

柴 田  好 章 

要 約 

 本稿では、戦後の新教育における初期社会科の代表的な実践例として、江口武正による「耕地整理」（１９５４年）

をとりあげ、問題解決学習を成立させている要因を明らかにする。そして、日本における地域社会で進行している諸

問題と対比させ、今日において地域に根ざした教育をめざす上での根本的な課題を検討する。特に、地域社会の持続

可能性や雇用・労働の問題に、教育実践がどのように取り組みうるのかについて、その可能性を論ずる。 

 江口実践における＜村の五年生＞は、農村において労働に組み込まれて生活しており、耕地整理をすることによっ

て、効率化、機械化が可能になることは、子ども自身の切なる願いであり、この子どもたちの願いが江口実践の原動

力になっている。また、耕地整理を阻んでいるさまざまな要因、中でも農地改革後もなおも当時の農村社会において

支配的であった封建的な考え方という、当時においては他の地域でも見られる普遍性のある構造的問題が、あくまで

も子どもの手の届く具体的な問題の形をとって、追究の対象となっている。こうした江口実践の分析から、子どもた

ちが取り組む問題、問題解決過程、学習の成果において、問題解決学習を成立させている要因が明らかになる。 

 一方、今日の社会を生きる子どもたちにとっても、当時の農村のように、自分たちの生活をよりよくすることを阻

んでいる様々な社会的問題が存在している。それに対して、江口実践「耕地整理」のような地域に根ざした教育とし

て、問題解決学習を展開していくことが求められる。特に社会科教育の課題として限定することなく、総合学習、あ

るいはキャリア教育として他教科とも連携しつつ、この問題にアプローチすることが望まれる。 

 ただし、こうした実践を構想する上では、江口実践と比較して、今日進行している問題にアプローチすることは、

教育実践上の困難がある。江口実践から析出された要因のうち、特に問題状況の可視性・具体性が子どもにとって低

い。しかし、こうした実践上の課題を認識しながら、学校で学ぶことを、生きることにつなげていくことを追求し続

けることが求められるといえる。 

 

   キーワード  地域に根ざした教育、問題解決学習、キャリア教育、地域社会、 

          江口武正、生活と教育、雇用問題、社会科教育、総合学習 

 

 

はじめに 

 地域に根ざした教育を標榜した教育実践は、歴史的に見ても古くから取り組まれているが、地域社会で生きる子ど

もの生活と教育実践とを深く結びつけることは、今日においても教育実践上の重要な課題の一つである。日常の生活

の中で子どもにとって、地域社会の中での労働や生産が、具体的な姿としてとらえられる機会が減少していることが

指摘されるようになって久しい。さらに今日では、地域を維持することや、人が当たり前に労働することにおいて深

刻な問題が進行している。その一方で、それらを子どもが追究する課題として教育実践に直接的に引き入れることは、

難しくなっている。総合的な学習の時間の導入によって、地域の人・もの・ことを教材化して授業に取り入れる機会

は、それ以前に比べれば増えたとはいえ、複雑化した社会構造や、多様化する価値観の中で、授業の中で学級全体と

して追究すべき問題として、現在の地域の問題をとりあげ、子どもの生活に鋭く切り込んでいくような実践を行うこ

とは難しくなっている。 

 本稿では、戦後の新教育における初期社会科の代表的な実践事例から問題解決学習を成立させている要因を明らか

にし、これと現在の日本における地域社会で進行している諸問題とを対比させることによって、今日において地域に

根ざした教育をめざす上での根本的な課題を検討したい。特に、地域社会の持続可能性や、雇用・労働といった今日

の社会問題に、教育実践がどのように立ち向かっていくことができるかを展望したい。 

 

１ 子どもの切実な問題にもとづく問題解決学習 
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 本研究でいう地域に根ざした教育とは、子どもが単に地域を＜知る＞学習にとどまらず、地域の中に生きている一

人の人間として、自己の切実な問題として地域の問題の解決を図るという一連のプロセスとしての学習、すなわち問

題解決学習である。教師が子どもの生活の中から切実な問題を探り出し、これを目に見える問題として授業で取り上

げ、子どもが、科学的、社会的、歴史的、論理的、倫理的に考察することを通して、解決を図っていくという学習で

ある。戦後の新教育における初期社会科の原理である。 

 問題解決学習とは、藤井千春（2000）のまとめによれば、 子どもの心理的な発達の系統に基づいて、子ども達が

ものごとを自力で、知的にやり遂げていくための能力・態度・意欲を成長させることを目的としており、具体的な活

動において、実際に、そのような能力・態度・意欲を発揮する経験を与えるという方法で展開するものである。諸学

問の論理的な系統にしたがって知識を習得する「系統学習」と対比的な概念である。自分で事実を調べ情報を収集し、

その意味について考え、様々な立場の人々と意見交換しつつ、自分自身の責任で意思決定するという過程をもってい

る。学習の題材は、日常生活にあり、しかも興味・関心のある対象から選定される。特に、日常生活において直面す

る切実な問題が、問題解決学習に重要である。また、 問題解決学習における問題とは、１）子どもが自己課題とし

て取り組んでいる活動において、２）その活動の行き詰まり状態にあり、３）行き詰まり状態にあることが自覚され

ており、４）解決することへの決意があるものであるとされている。すなわち、もし問題としての自覚や、解決への

意志がなければ、それは当人にとっては問題となり得ていないのである。 

 戦後の新教育の目玉として社会科が新設され、その原理として、経験主義による問題解決学習が据えられたが、十

分に実践的な蓄積と浸透がなされぬまま、早くも1955年頃までには、這い回る経験主義、科学的、系統的知識の軽視、

学力低下などの批判を受けて、問題解決学習は表舞台からは退くこととなる。法的拘束力を持つようになった学習指

導要領によって、文部省がより系統性を重視した教育内容へと統制を強めるとともに、文部省への対抗勢力でもあっ

た多くの民間教育研究団体も、科学性や社会構造の観点から系統性重視の方向へと進んでいった。ただし、そうした

中にあっても、社会科においては問題解決学習、あるいはこれに類する学習形態が、多くの教師たちによって取り組

まれ続け、単元が開発され実践されてきた。また、なおも＜この子＞に即した問題解決学習を標榜した実践と研究が

1958年に設立された「社会科の初志をつらぬく会」（以下、初志の会）を中心に継続されていき、今日まで続いてい

る。この他、「提案する社会科」（小西1994）など、現実の問題に子どもが取り組む実践も行われている。 

 ところで、初志の会において、1980年代に切実性論争がおこっている（日比裕 1997, 田村真広 2000）。問題解決

学習における問題とは何かを考察する上で、きわめて重要な論点を提供しており、この点を確認していきたい。戦後

間もない頃の社会科の実践の中では、子どもが生活の中で直面する問題が取り上げられ、それを自主的に究明する過

程からなる問題解決学習が取り組まれていた。このときの問題は、農村の貧困、封建的な体質などであり、労働に自

ら関わり、また間近に見ている当時の子どもたちには、解決すべき問題は見えていたわけであり、それは教室（学級）

で追究可能であったのである。  

 1951年版小学校学習指導要領社会科編（試案）では、学習方法に関して、以下のように記述されている。  

 「社会生活を児童の現実的な生活から切り離し，いわばかれらから離れて向うにあるものとして，その必要や関心

の有無にかかわらず，断片的に学習させ，社会に関するさまざまの知識をもたせるというようないき方をとらずに，

かれらが実生活の中で直面する切実な問題を取りあげて，それを自主的に究明していくことを学習の方法とすること

が望ましいと考えられる。」（引用者注：下線は筆者） 

 初志の会の綱領には、この初期社会科の問題解決学習の理念が継承されている。こうした会の内部から、切実性の

とらえ方の相違が顕在化してきたのが、切実性論争である。有田和正（1984）は、『授業研究』の誌上において、長

岡文雄の実践に影響を受けてきた自らの経歴を振り返り、「二十数年の教師生活で、これ（長岡実践 ー引用者注）

ほど勉強させられた授業は他にはない。わたしは、この授業を目標にして今日まで授業研究をしてきたとよい」と述

べながらも、同時に以下のような長岡に対する批判を投げかけている。「わたしも長岡先生のように生活を徐々に掘

りおこすことから問題をもたせようとしてきたが、東京の子どもたちには通じなかった。子どもたちの現在の生活に

は、解決しなければならないような切実な問題は存在しないのである。」「社会全体が豊かになり、子どもたちの生

活にも、社会にも、今すぐ何としても解決しなければならないような問題はないようにみえる。こういう状況の中で

切実な問題を発見させるには、意表をつく教材が必要ではないだろうか。」このように有田は述べ、「鋭く切り込む

教材」「授業のネタ」によって、子どもの追究のエネルギーを引き出すような授業をめざしていくのである。「最初

は切実な生活の問題ではないけれども、追究しているうちに生活の根になるところではちゃんと関連している」と述

べ、子どもの生活の問題から出発しない授業を正当化している。これに対して長岡文雄（1985）は、数ヶ月後の同誌
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において、有田の「『意外性ー常識とは矛盾するような事実の開発に意を注ぐこと』『教師がきちんと教材研究をし

て提示すべきだ』ということに異存はない」としながらも、「教師よりの意外性をもたらす刺激を待って動く、受動

的な子どもとなる」おそれを指摘し、「私は、教師が、子どもをびっくりさせて、芝居のようにおもしろおかしくあ

やつる授業をくり返すと、子どもの自立をさまたげるように思う」と、有田の＜ネタ＞に対する批判をおこなってい

る。長岡の主張は一貫して、「木下竹次の『学習は自ら機会を求め、自ら刺激を与え、自ら目的と方法をたてて進め

ていくという考えを支持』し、あくまでも、「＜この子＞にとっての意味」「＜この子＞の本然の問い」を追求して

いる。 

 これと同時期に、谷川彰英（1985）は、初志の会の機関誌『考える子ども』において、両者の論点を整理しつつ、

有田を擁護する発言をしている。「子どもの必要と関心にもとづく切実性」すなわち「方法における切実性」だけで

なく、アフリカの飢餓問題のように「ある認識が子どもに与えられることによって学習問題が生じる場合の切実性」

すなわち「認識による切実性」もあると、問題の切実性を整理している。その上で、谷川は、有田のように「授業を

＜この子＞から出発させるべきだとはどうしても言い切れない」とし、「問題に切実性があった方がいいに決まって

いるが、有田氏の実践に見られるように、直接には切実性がない意表をつく学習問題を導入することが誤りであると

はいえない」と、有田を擁護している。端的に言えば、「切実である」と「切実になる」の違いであり、「切実にな

る」も谷川は支持しているのである。やがて、有田と谷川は初志の会と距離を置くようになるのであるが、この切実

性論争は、学ぶことと生きることをどのように関連づけるべきかという点において、今日にも重要な問題を提起して

いるといえる。次章では、この問題の切実性を視点として、初期社会科における地域に根ざした優れた問題解決学習

の典型である、1954年の江口武正の「耕地整理」の実践をとりあげ、分析を試みることとする。 

 それに先立ち、後の議論にも関連してくるので、有田と谷川の発言に再度言及しておきたい。1980年代というのは、

すでに日本は高度成長期を経て、目に見える貧困や飢餓はほぼない時代であったと言える。特に都市部の核家族化し

た世帯においては、地域や伝統からのさまざまなしがらみもなく、消費社会の恩恵を個人が受けられるようになって

久しい。そのため、「子どもたちの現在の生活には、解決しなければならないような切実な問題は存在しない」と言

えなくはないかもしれない。しかし、教育実践者としては、無責任すぎやしないではなかろうか。切実な問題がなく

なったから、かわりに＜ネタ＞というならば、何のために社会科の授業を続けているのだろうか。＜この子＞の中に、

潜在している願いを掘り起こす方向に教師が向かわなければ、いかに子どもが熱くなったとしても、映画や小説の世

界に浸るのと大差がないことになる。アフリカの飢餓問題にしても、＜ほっとけなさ＞が、やはり子どもの自己の内

側からの願いとして出てくるようでなければ、「認識による切実性」といっても、問題の真の認識（＝共感）すらお

ぼつかない。「ネタ」の先に、社会で起きている現実の問題に出会い、そして子ども自身の本当の願いがそこから引

き出されてこなければ、子どもがいかに活発に授業で議論を行っていても、そのような社会科授業は単なる「社会認

識ごっこ」に陥るのではないか。しかも「ごっこ」によって何かさらに高次のものが学ばれるという、教育的な「ご

っこ」ではなく、閉じた世界の「まねごと」にとどまるのではなかろうか。 

 

２．問題解決学習としての江口武正「耕地整理」の分析 

 ここで、江口武正による「耕地整理」の実践を取り上げるが、その理由は２つある。第１の理由は、 初期社会科

の問題解決学習の典型であることである。特に、農村社会の矛盾という問題は、子どもにとって解決が迫られる切実

な問題と直結しており、この解決に向けて行動することに、子どもが自覚して取り組んでいる。問題解決学習におけ

る初志の会の議論を取り上げてきたが、この江口実践は、初志の会によるものではなく、 全国的にはコアカリキュ

ラム連盟→日本生活教育連盟（日生連）の流れに位置付き、地域的には上越教師の会へと継承されていくものである。

しかし、切実性論争で明らかになった論点からみて、本実践は子どもにとって切実な問題を出発点とし、その解決を

指向した問題解決学習の典型例である。第２の理由は、格差社会、貧困、地域社会の存続などの問題をかかえる現在

において、 地域に根ざした教育の在り方を展望したいという本研究のねらいにとって、子どもが農村社会の様々な

矛盾に立ち向かっていった姿は示唆的であるためである。以下、江口（1956）による実践記録である「村の五年生」

に依拠しながら、実践の概要を述べる。 

 「耕地整理」は、新潟県中頸城郡津有村（現、上越市）の戸野目小学校５年生で行われた実践である。村の職業構

成は、農家が８５％であり、田が１２３９町歩、畑８６町歩と、稲作中心の農村である。農地改革によって自作地割

合が１７％から９５％と飛躍的に上昇し、村政も村人の意見と考えによって行われるようになったものの、地主によ

る「支配のしみ」は根強く、保守性、封建的なものの考えがついて離れないと、江口は述べている。子どもたちは、
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農繁期になると「はぐるまみたい」（児童作文）に働き、子守り役を担う等、家の中では労働力として当てにされて

いた。子どもは、特に農繁期には厳しい労働を強いられていたにもかかわらず、「もっと暮らしが楽になり、楽に働

く方法がないんだろうか」とか、「どうすれば仕事の能率をあげることが出来るか」というような疑問をもったり問

題として考えたりすることはなく、ただ一生懸命働けばいいんだと思い込んでいき、現状に対する改善意欲が出てこ

ない。こうした子どもたちを目の前にして、教師たちは生産教育のあり方を考えるようになり、「村や子どもたちを

とりまく現実的な問題をとりあげ、それをはっきりと見つめさせ、とらえることの中から夢をもたせ、なんとかこの

夢を実現していくような心がまえをつくりあげ、実行するように仕向けていこう」という実践原理が生み出されてい

る。こうした背景をもって本実践は行われた。 

 実践は、「田んぼのこと、お米のことで、家の人たちや君たちが困っていることは何か」を考えるところからスタ

ートした。田んぼが遠い、散らばっている、忙しい、機械が欲しい、人手が足りない、稲の病気が多い、親が苦労し

ているので楽にしてやりたいなど、たくさんの問題が列挙された。これらの中から、田んぼの散らばりに子どもたち

の追究は向かっていく。サチ子は、１２カ所にちらばっている自分の家の事情を発言した。これは、他の子どもたち

に驚きをもって受け止められる。そして、算数の距離の出し方を生かして、日曜日に子どもたちは、自分の家の田ん

ぼの散らばりと距離を調べることになった。その結果、学級の平均距離は４２１メートル、平均７カ所に分散してい

ることが明らかになった。サチ子に次いで、孝一の家が１１カ所、ハルエの家が１０カ所と分散数が多く、さらにサ

チ子の家の田は分散ばかりでなく距離も最も遠いということで注目を集めた。こうした学級全体の調査結果から、こ

んなに分散しているとは日頃考えていなかった子どもが、「どうして田んぼがこんなに散らばっているんだやー」と

いう素朴な疑問をもつようになった。江口は、「この素朴な疑問こそ、過去三百年にわたり農民が苦しみつづけ、『生

かさず、殺さず』の原則に貫かれて、農民の上にかぶさり、おおいのけることの出来ない重い重しとしてのしかかっ

ていた小作制度の本質に迫る瞬間だったと思った」と記している。このように、家と田の距離や散らばりという身近

な事象を調べることを通して、素朴であるがゆえに本質へと迫ることのできる追究すべき課題が生じている。その後、

原因をさぐるために、関連する知識として既習の江戸時代の農民の生活、封建社会における階級制度、明治期以降の

自作農・小作農、「農地解放」などを江口が話す。ただし、「具体的な話になれば目を輝かせて聞いたが、全体を通

してやはり子どもは理解しにくかったようだ」と江口は述べている。 

 その後実践は、恵子の家の田の追究へと向かう。２町近くの田が３カ所に固まっており、しかも８６メートルのと

ころにある田が１町５５畝と、近くに大きな田がある。しかも、珍しい自動耕耘機を使い、少しの労力、短い時間で

能率をあげている。恵子がその原因を調べたところ、３代先の人が、大地主につとめており、上手に頼んだことによ

って田んぼが固めることができたことがわかった。さらに、大正１３年の段階においてすでに恵子の家には自動耕耘

機が導入されていることもわかった。江口自身が、「私もちょっとどぎもを抜かれた」と記しているが、３０年も前

に当時日本でも非常に珍しい耕耘機を、恵子の祖父が周囲を説き伏せて共同購入したということが、恵子の調べでわ

かった。その後、耕耘機と馬、牛、人との比較、村に耕耘機がいつ入ってきたかを調べていった。そして、諸外国と

比べて食糧の生産性が低いのは、耕地整理と機械化がなされておらず、田んぼを固めなければ機械も入れることがで

きないし耕地整理をすることができないということが明らかにされていき、なぜ、交換分合が進まないのかに追究が

向かっていった。そして、耕地整理が進まない現状についての村人の考えの聞き取り調査がなされ、不賛成の理由に

ついて話し合い、子どもたち自身が「自分のことばかり考える、目先の損得ばかりにこだわって、先の見通しがあま

りない」ということを見いだしていく。しかし、耕地整理についてあいまいな点が多いため、村の土地改良の仕事を

している佐藤氏を教室にまねき、違う学区で進んでいる土地改良について学んでいく。そして、津有村でも３０年前

に耕地整理が計画され測量まで行ったが、村人の封建的な考えや地主の反対で頓挫したことが、佐藤氏によって明ら

かにされる。そして、３０年前の耕地整理を学ぶことを通して、当時もそして今（＝実践当時）も農村に根強く残る

封建性について考えていった。授業の話し合いの中で、「耕地整理をすると、水のかけひきが自由になるから、水下

の者は水上の者にペコペコ頭さげないでいい」と、水上・水下の問題が子どもから提起された。そして、少し前まで

は水下で水がなくなると酒や米を持って行ったこと、頼み方が悪いと水上で水があまっていても外へ流してしまうこ

と、今でも酒を持って行く場合があることが発言続いた。さらには、「お酒やお金はあんまり持っていかんくなった

というのは聞きまったが、選挙のときに水上へ水下から票をもっていくということを聞いたんですが本当ですか」と

いう昭三の発言がなされた。さらに教師の父の体験話が語られながら授業は進行していく。そのとき、ハルエが「先

生、前からきこうと思っていたけも、しょうしくてきかんかったんだけも、封建性とか、封建的ってどんなことです

か」と江口に尋ねた。これに江口ははっとし、「この言葉は、ハルエの体を通してはいっていなかった」ことに気づ
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いた。それ以降、「古い考え、おくれた考え」という、 子どもが「わかりいいや」という言葉に置き換わっていく。

その後実践は、古い考え、おくれた考えを生活の中から見付け、それをもとに話し合いをしながら実践は進んでいく。

さらに、同じ新潟県でも遠くはなれた坂井輪村など他地域の耕地整理の成功例などが学ばれていった。 

 この実践が発表された直後より、様々な研究者によってこの実践の評価がなされてきているが、ここでは比較的近

年に発表された２つを取り上げる。 山本友和（2007）は、江口実践の優れた点を以下の通り整理している。すなわ

ち、①地域社会に内在する問題や矛盾の掘り起こし、②親も子も一緒に考える、③解決策の根底にある封建性の追究、

④子どもへの信頼感をあげている。このうち、今日的状況とこの４点を照らし、特に②と④を受け継ぐべきであると

述べている。 また、日比裕（1999）は、以下のように本実践の優れた点を評価している。「評価の中心は、耕地整

理・交換分合の問題の核心にあるものを、子どもとその背後にある家庭と地域にある「古い考え・遅れた考え」とし

てとらえ、それを子どもたちに追求させながら、大きく浮かびあがらせ、父母自身をもそこまきこみながら、子ども

の問題追求の姿勢を育てていったことにある」。さらに、江口の実践記録「村の五年生」には、随所に発言者名が明

記された発言記録が紹介されていることから、「当時の実践記録と比較して、（中略）、個々の子どもへの配慮がゆ

きとどいている。それは、江口武正が根本において、子ども一人ひとりの意識のレベルで単元を展開しようと持続的

な努力をしたことからきていると考えられる」と述べている。このように日比は、江口実践の価値を極めて高く評価

している。ただし、その後江口を中心とする上越教師の会が、日生連の社会科の方向、特にその理論的指導者の川合

章の影響を大きく受けて構造化論に収まってしまい、「封建性とは『古い考え、おくれた考え』のことだという、真

の具体性に執着できなかったこと」に対して日比は批判的である。 

 とはいえ「耕地整理」には高い評価がなされており、こうした研究者による評価や、先に見た問題解決学習におけ

る切実性の観点から、江口実践は特徴づけられる。江口実践における＜村の五年生＞は、農村において労働に組み込

まれて生活しており、耕地整理をすることによって、効率化、機械化が可能になることを切に望む子どもたちの願い

が学習を進める原動力になっている。また、耕地整理を阻んでいるさまざまな要因、中でも農地改革後もなおも当時

の農村社会において支配的であった封建的な考え方という、当時の社会情勢においては他の地域でも見られる普遍性

のある構造的問題が、あくまでも子どもの手の届く具体的な問題の形をとって、追究の対象となっている。こうした

点で、切実な問題にもとづく問題解決学習の典型である。しかも、農村の問題の解決という実践性や意志だけではな

く、歴史の知識や他の地域の事例等の知識面での学習や、調査・分析における論理的・科学的な思考を含んでいる。

したがって、科学性、社会性、歴史性、論理性、倫理性、実践性という総合性をもった問題解決学習であるというこ

とができる。 

 さらに、（１）子どもたちが取り組む問題、（２）問題解決過程、（３）学習の成果の３つの側面から、地域に根

ざした教育としての問題解決学習を成立させている要因（問題解決学習たらしめている要件）を明らかにしてきたい。

表１には、析出された要因を示す。 

 

 表１．江口武正「耕地整理」にみられる問題解決学習の成立要因 

（１）子どもが取り組む問題 （２）問題解決過程 （３）学習の成果

1.1　子どもの生活上の必要性 2.1　問題の共有可能性 3.1　知的な問題解決能力

1.2　問題状況の可視性・具体性 2.2　具体的手段の明示性 3.2　実践的態度

1.3　解決を望む切実性 2.3　行動可能性（到達・操作可能性） 3.3　社会的関係性の変化

1.4　解決の主体としての自主性 2.4　外部知識との連携 3.4　生活改善・社会改革

1.5　解決の実現可能性 2.5　科学的方法の関与 3.5　他の事象への適用可能性

1.6　本質的・構造的問題との連続性 2.6　情意との関わり 3.6　問題解決の発展性・未来性  

 

 子どもが取り組む問題としては、労働に組み込まれていた子どもたちにとっては、農地が遠い、分散しているとい

うのは、自分自身および家族にとっての不都合なことである（1.1 子どもの生活上の必要性）。さらに、こうした問

題状況は、日常的には意識していないものの、それを振り返ることによって容易に素朴な問題としてとらえられ、漠

然とした抽象的な問題ではない（1.2 問題状況の可視性・具体性）。そして、子ども自身がこれを解決したいと望ん

でおり（1.3 解決を望む切実性）、誰かが解決してくれればよいという他人任せではなく、子どもが自分自身もこの

問題の解決に向かっていこうとしている（1.4 解決の主体としての自主性）。そして、耕地整理という大きな地域の

問題がすぐに片付くわけではないにしても、古い考え、遅れた考えは身近なところから変えていくことができ、これ
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がより大きな問題の解決につながっていく（1.5 解決の実現可能性）。さらには、目の前に見えている問題の背後に

は、封建性やそれが機械化・合理化・生活改善を阻んでいるというという、より大きな問題につながっている（1.6 本

質的・構造的問題との連続性）。 

 次に、問題解決過程に目をむければ、解決を指向していく営みにおいて、この問題解決は個人的なものではなく、

周りの他者にとっても解決したい切実な問題になっている（2.1 問題の共有可能性）。そして、解決に向けて田の散

らばりの調べ学習や、聞き取り調査など、具体的に取り組む具体的課題が存在し（2.2 具体的手段の明示性）、子

どもにとってそれらは実際に取り組むことが可能である（2.3 行動可能性、ないしは到達可能性、操作可能性）。

しかも、知的な活動として、歴史的な経緯や、他の地域の事例等、知識面での活動を含み（2.4 外部知識との連携）、

調査やデータ分析においても知的な方法がとられている（2.5 科学的方法の関与）。さらには、田の分散など、身近

なことでもあらためてとらえ直すことによって驚きがあり、また農地の集約・機械化が飛躍的に進んでいる恵子の家

にも驚き、これらが学習の発展の契機になっている（2.6 情意との関わり）。 

 さらに、問題解決学習の成果としては、問題の発見・分析、アイディアの生成の過程で知的な能力（3.1 知的な問

題解決能力）を身につけ、具体的に行動を行う態度（3.2 実践的態度）を子どもにもたらしている。また、家族、地

域の中で、封建性を見直す動きがみられるようになり（3.3 社会的関係性の変化）、農村社会を変えていく力になっ

ていっている（3.4 生活改善・社会改革）。さらには、耕地整理を阻む封建性が広く日常の家庭生活の中にもあるこ

とに気付き、耕地整理の問題をこえた問題解決につながっている（3.5 他の事象への適用可能性）。また、封建性の

克服のみならず、自分たちの力で自分達の生活を切り拓こうとする自立へとつながり、子どもたちの未来志向の学習

が展開されている（3.6 問題解決の発展性・未来性）。 

 

４ 今日の雇用や地域をめぐる問題と江口実践の示唆 

 以上のような問題解決学習の成立要因は、今日の我々にとって、地域課題に立ち向かう問題解決学習を構想する上

で極めて参考になると思われる。今日の社会を生きる子どもたちにとっても、当時の農村のように、自分たちの生活

をよりよくすることを阻んでいる様々な社会的問題が存在している。それに対して、江口実践「耕地整理」のような

地域に根ざした教育として、問題解決学習を展開していくことが求められる。特に社会科教育の課題として限定する

ことなく、総合学習、あるいはキャリア教育として他教科とも連携しつつ、この問題にアプローチすることが望まれ

る。 

  しかし、分析的に明らかになった要因を、今日の子どもがかかえる問題や、問題解決過程の中に見いだすという

だけでは、これを生かすことは困難である。まず、一つの実践事例は、個別的具体的であり、そこに生きている子ど

もも一人ひとりちがい、特殊性があるからである。また、このことと関連するのであるが、今日的な問題も構造的に

一般化して論じることは可能であり、また有用なことではあるのだが、いざ問題解決学習として構想するためには、

＜この子＞に即し、その場の特殊性に大きくゆだねなければならないからである。 

 まず認識しなければならないのは、江口実践自体が、当時としても非常に特殊的であったということである。江口

武正という極めてアクティブな実践者によって実践が切り開かれたものであり、同時代にどこでも類似した実践がな

されていたという意味での典型性はない。『村の五年生』のあとがきに松村志摩三が述べているように、梅澤勤とい

う同僚に支えられたことも、この実践を支える大きな要因になっていたのであろう。なにより、授業における追究の

方向性を動かすきっかけとなった恵子の家は、日本全体でもわずかにしかなかった自動耕耘機を大正時代にすでに導

入していたのである。こうした家が、村に１つあるだけでも特殊的な事例であり、かつ、その家の子どもが学級にい

るということは極めて特殊性が高いのである。 

 特殊性が高いということは、そのとき、その場でしか成立しないことであり、他への適用可能性が閉ざされている

ととらえがちである。しかし、むしろ特殊性こそが、新たな局面を拓いていく鍵である。すなわち、可能性を切り拓

くという意味での典型性を、特殊性の中に見いだしていくということである。江口実践において、恵子の家という特

殊性が、封建性という当時の農村社会における普遍的な問題の解決の糸口になったように、江口実践の持っている特

殊性の中に、これからの教育実践の可能性を拓くための典型性を見いだす必要がある。 

 こうした特殊性の中に可能性を見出すという立場で、今日の社会が抱える様々な問題と対応させながら、江口実践

の今日的意義と考察していきたい。ただし、今から特定の学級で問題解決学習を実施することを念頭に議論するわけ

ではないので、＜この子＞に即し、場の特殊性に根ざした真の可能性の構築にはならない点で、自ずから限界がある

ことを断っておく。 
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ⓒYoshiaki SHIBATA 
 

 近年、格差問題、貧困問題が、かつてないほど深刻になっていることが指摘されるようになってきた。景気変動に

よる雇用情勢の悪化だけではなく、雇用（労働）の質や量を悪化させている構造的な要因もある。これらが、格差社

会や貧困を生み出しているのであり、明日を生きる子どもたちにとっては切実な問題であるべきはずである。こうし

た状況を生み出しているのは、学校教育の外側の要因であることには違いないが、学校にもその責任の一端はあり、

またこうした社会を変えていく可能性と責任が学校教育にはあると筆者は考える。上越教師の会のメンバーである秋

山正道（2007）も、現在の地域社会におけるシャッター通りの問題や、非正規雇用やワーキングプアなどの労働や貧

困の問題をとりあげ、「地域に学び、地域に生きる次代の人間を学校はどのように育てたらよいのだろうか。これこ

そが、私たち社会科を教える教師たちに突きつけられている最大の課題である」と述べている。 

 特に、若者をとりまく雇用情勢は悪化しており、２００７年問題と言われる団塊世代の大量退職等の要因によって、

２００２年を底とする就職氷河期が緩和したかにみえたが、２００８年のリーマン・ショックの影響が新卒採用に本

格的に影響するようになった２０１０年卒の就職内定率は、非常に厳しいものとなっている。このような景気変動に

よる雇用情勢の変化だけではなく、地域社会を維持することや、労働において人間の尊厳が尊重されることなど、中

長期的な社会の変化のありようを見つめる必要がある。筆者は、これに関して以下のように考えている。すでに別稿

で述べたことと重複（柴田2010）するが、要点を示したい。 

 近年、キャリア教育推進の方向性が明確に打ち出されており、学校で学ぶことを生きることや働くことにつなげて

いくことが不可欠であり、そのためにキャリア教育の推進は重要であると考えている。ただし現在推進されているキ

ャリア教育は大きな問題をかかえており、キャリア教育の心理主義的、適応主義的な傾向性には、すでに批判の目が

向けられている。児童・生徒の勤労観、職業観を重視するあまりに、今日の職業生活への移行を難しくしている諸問

題を個人の内面的な意欲や責任感の問題に矮小化してしまってはいないか、あるいは「あてのない自分探し」をさせ

てしまっていないかという批判である。また雇用される者として必要とされる能力（employability）を高めること

ばかりに力点をおき、当然ながらにもっている権利への自覚や、社会を変えていこうとする力（すなわち抵抗する力）

を育てていないという批判がなされている（例えば、児美川 2007、本田 2009 など） 



ⓒYoshiaki SHIBATA 
 

 こうして見たときに、江口実践における問題解決学習の成立要因としてあげた、「3.3 社会的関係性の変化」や、

「3.4 生活改善・社会改革」が示唆的である（山本(2007)の分類では②に相当する）。江口実践では、封建性は、

旧地主や歴史的なしがらみの中にあるだけでなく、私たち一人一人の生活の中にもあることを見つめ、子どもが変わ

ることが親をも変える力になっている。つまり、＜村の五年生＞は、不便な田んぼという外側にあった解決したい問

題が、実は内側にもつながっていることを見出し、そこを手がかりに解決にむけた実践への意志を形成するようにな

ったのである。外側の問題が、実は内側につながっているというのは、今日における一人一人の消費者としての当然

と思われる何気ない選択が、社会全体の雇用を悪化させ、労働の尊厳を低下させ、自分たち自身で自分たち自身を苦

しめているという今日の状況と類似しているのではなかろうか。 

 ただし、江口実践の時代と比べて、足下で起きている問題であっても、複雑な社会構造の中では、「1.2 問題状況

の可視性・具体性」が低いため、問題解決学習を追究するのは困難であるにはちがいない。しかし、江口実践にみた

ように、むしろ極端な事例である特殊性が実践を支えており、こうした点からも、今後の教育のあり方を展望する上

で学ぶべき点を多いであろう。 

 

おわりに 

 本稿では、江口武正の「耕地整理」の実践を問題解決学習の立場から分析し、その今日的意義を考察した。地域社

会を維持し、地域で生きていくための雇用・労働の問題は、産業構造そのものの変化も考慮する必要がある。機械化・

情報化の進展によって、たとえば左の数字を正確に右に写しながら集計するという極めて注意力を要する仕事も、以

前は、人間ならではの高い忍耐力と知性を要する労働として尊重されていたが、今これを人の手でやることは単なる

人件費の無駄遣いであり、コンピュータに取って代わられている。注意深さを要する工場での製品検査も、高速の画

像処理技術によって機械に取って代られつつある。ほんのわずかでも平らな土地があれば（あるいは斜面であっても）、

そこに水さえ確保できれば、どこにでも日本人は暮らしてきた。すでに都市部（あるいは工業生産）からの再配分機

能が働かなければ維持することは難しい地域が増えてきたのは以前から続いていることであるが、国全体でならして

みても、いよいよ地域（＝ふるさと）を支える余剰な所得も減少し、地方交付税の減額等の地域切り捨てが進んでい

る。これまで当たり前に住んできた場所でも、好きな場所に住み続けるという権利が奪われようとしている。このよ

うな、自分たちが生きている世界の足下にある問題を、いかに問題解決学習に組み込んでいくことができるかが、我々

に課せられた教育実践上の課題であると同時に、これは学校教育の重要な社会的意義であると考える。 
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「教育実習の手引き」改訂のための基礎的研究 
－ 小学校版「教育実習の手引き」改訂のための基礎的研究 － 

 

１． プロジェクトメンバー 

○ 石野 正彦 教授 

  竹田 充 研究員（上越市立春日小学校教頭） 

  山川 晃 研究員（上越市立南川小学校教頭）   

  宮澤 忠明 研究員（妙高市立新井中央小学校教頭） 

  中野 博幸 特任准教授 

  清水 雅之 特任准教授 

 

２. 研究の目的 

 新学習指導要領改訂に合わせて「教育実習の手引き」を改訂する時期にあたっている。こ

こ数年の教育改革に合わせて教育実習の質保証も重要な課題となり毎年改善を重ねて来てお

り、上越スタンダードならびにルーブリックが構築された。このような内容を含めた新しい

「教育実習の手引き」を作成するにあたり、改訂のための基礎的な研究を行う。 

 また、上越スタンダードならびにルーブリックに基づく教育実地研究で活用するデジタル

ポートフォリオを構築し、学生及び大学院生の質保障のツールとして活用するための基礎的

研究を行う。 

 

３．研究の概要 

（１）ヒアリング 

 初等教育実習の前と後に研究員に対してヒアリングを行った。ヒアリングの項目は以下の

通りである。 

・ 教育実地研究の状況について 

・ 小研、大研、終日実習について 

・ 授業実習時間について 

・ 第一週に代表者による授業実習について 

・ その他 

（２）調査研究 

 学生に対してデジタルポートフォリオの導入が進められている富山大学に調査を行い、上

越教育大学での導入についての資料を収集する。 

 
４．ヒアリングのまとめ 
・他大学の学生（４週間）と並行して実施したが、分離方式のよさが目立った。担当者が見

通しをもって指導する事ができた。 
・昔と変わったところは、コンピュータで作成するのでダウンロードしたり、他の指導案を

コピーしたり、オリジナリティに乏しいものが多い。指導案に悩む時間が少なく、内容も貧

弱になったように感ずる。 
・実習期間が休みなどで途切れることが多い、時期の検討は必要でないか。 
・免許プログラムで教員免許を所持している院生は既に教育実習を経験しているわけだが、
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学部学生で積み上げてきたものがなく、希薄な面が見られる。実習にイメージがもてないの

ではと感ずる。ルーブリックのない大学から来ているのだからそういう学生への指導が今後

必要である。 
・USB メモリーなどにデータを入れてきて、いつも学校で指導案をプリントしている。現場

では個人の USB メモリーの学校での使用を禁止している。学校に届いたメールで、誰から誰

にあてたメールなのか分からないものもある。情報モラルや情報セキュリティの事前指導が

必要である。 
・小研や大研について、同じ仲間の授業を見るのはたいへん良いことだ。１日実習以外で８

時間を確保すべきである。１日実習は実習としてカウントに入れない方がいい。小研や大研

でめりはりをつければいい。他の学年の授業を見るいい機会だ。 
・小学校は教科数が多い。全教科をもつ機会を大事にしたい。小研は必要だ、大研でなくて

いい。 
・最初の週にＴＴで入ってもいいと思う。 
・自分の考えを試してみることが重要。何年生のなんという教材があっているのか、決まっ

ている。どれもこれも同じ指導案が出てくる。オリジナルが欲しい。何もないところから授

業を考えるのは難しい。参考にするのがかまわないと思う。しかし、そのまま使うのは人間

性の問題と感ずる。また、手引きに参考でのっている指導案はレベルが高すぎ、参考になら

ない。 
・校内で学校経営の話などをするが、その指導資料が入っているといい。グランドデザイン

の見方とか年間指導計画とかが欲しい。 
・学生の指導案に予想される児童の反応の記載が少ない。学校で指導しているが、大学で事

前に指導して欲しい。指導案の例も同様にお願いしたい。 
・観察実習後、本実習後の実習日誌および実習記録を何日以内に誰に提出し、その後学生が

直接受け取り大学の指導教官に提出する（実習後何日以内に）どういう流れか明記してほし

い。 
 

５ 調査研究のまとめ 

１２／１４（月）〜１５（火） 
 富山大学人間発達科学部附属人間発達科学研究実践総合センターにおいて、システムの運

用担当者からデジタルポートフォリオのシステムの実地見聞を行い。富山大学人間発達科学

部附属人間発達科学研究実践総合センター長より、教育実習の概要とデジタルポートフォリ

オについて協議し、以下のような知見を得た。 
・ 学生や院生の質保証にはデジタルポートフォリオの活用は有効なツールである。 
・ システムの導入については、全学体制で調整する必要がある。学内の教員の意識の統一

がないとその効果がきわめて低くなる。 
・ 学生や院生が在学時だけでなく、その後のキャリアの中でふりかえることができるポー

トフォリオを構築するべきである。 
・ 大きなシステムを学内で導入することと google などの既存のクラウドシステムを有効

に活用することのメリット・デメリットを考える必要性がある。 
・ 導入は早期に行う事が望ましい。 
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「教育実習の手引き」改訂のための基礎的研究

－ 中学校版「教育実習の手引き」改訂のための基礎的研究 －

１．プロジェクトメンバー

○釜田 聡 教授

佐藤佐敏 特任准教授

田村雅人 研究員（上越市立大潟町中学校教頭）

石野秋広 研究員（上越市立直江津中学校教頭）

田中和人 研究員（上越市立柿崎中学校教頭）

２．研究の目的

平成２１年３月上越教育大学スタンダードと有機的な関連を図った教育実習ルーブリックを公表

した。上越教育大学スタンダードと教育実習ルーブリックは，約２年間，大学と上越市・妙高市の

教育委員会及び教育実習担当の教員と協働で作成したものである。学内においては，本学学生の実

態をつぶさに検討し作成した。しかし，教育実習ルーブリックは，主に本学の初等教育実習におい

て活用するために作成されたものである。中学校における実習，とりわけ教科指導に関しては，十

分に対応しているものとは言い難い。

また，これまで教育実習の事前事後指導で活用してきた「教育実習の手引き」については，当然

のことながら教育実習ルーブリックの活用を意図してこなかった。平成２０年，中学校学習指導要

領が改訂され，平成２４年度から全面的に実施することになっている。

そこで，本研究プロジェクトにおいては，中学校版「教育実習の手引き」改訂のための資料収集

及び現地調査等を行い，数年後の改訂に向けた視点を導出することを目的とする。

研究の目的に迫るため，次の２点を研究課題として設定した。

研究課題１：教育実習ルーブリックの活用を通じて，中学校用の教育実習ルーブリックの視点を

導出する。

研究課題２：中学校現場を中心にしたフィールドワークを行い，初任者教員に求められている資

質能力を明らかにする。

３．研究の概要

（１）研究計画

研究課題１については，三名の研究員が所属する中学校での実践を通じて，教育実習ルーブリッ

ク活用における成果と課題を検討する。

研究課題２については，東京都品川区の小中一貫校（伊藤学園）を訪問し，小中一貫校における

教員の力量形成や若手の研修の状況について資料収集を行う。また，東京都教職員研修センターを

訪問し，東京都が求める教師像や初任者研修の現状についてレクチュアーを受けたり，意見交換を

したりして「今求められる教師像（資質能力）」について資料収集を行う。

（２）研究の結果

①研究課題１

三名の研究員が所属する中学校での実践を通じて，次の意見が寄せられた。

・First Stage と Second Stage の境界について，厳格な定義はあるのか。

・First Stage と Second Stage，あるいはThird Stageの割合によって，どのように評価点を決め

るのかが曖昧である。

・中学校特有の項目が必要ではないか。具体的には，生徒指導上の危機管理などである。

・中学校は教科指導のウエイトが大きい。教科については，中学校独自の項目を検討してはどうか。
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ＩＣＴの日常的活用の中で子どもとともに創造する学びの研究 

 

１． プロジェクトメンバー 

○石野正彦 教授 
 川住晴彦 研究員（上越市立末広小学校長） 藤田賢一郎 研究員（上越市教育委員会指導主事） 
 田邊道行 研究員（上越市立大手町小学校教諭）安田ひとみ 研究員（上越市立和田小学校教諭） 
 金子剛志 研究員（上越市立大和小学校教諭） 戸田正明 研究員（上越市立春日小学校教諭） 
 戸田義隆 研究員（上越市立高志小学校教諭） 工藤寛之 研究員（上越市立城西中学校教諭） 
 数井正昭 研究員（上越市立吉川中学校教諭） 青木弘明 研究員（上教大附属小学校教諭） 
 松風嘉男 研究員（上教大学附属中学校教諭） 吉川伸一 研究員（県立上越総合技術高等学校） 
 中野博幸 特任准教授 
 清水雅之 特任准教授 
 渡辺径子 特任准教授 
 

２． 研究の概要  

（１）研究目的 

 新しい学習指導要領が告示され、学校現場では実施に向けて様々な準備が進められている。現行指

導要領における教育の情報化は、「コンピュータの教育」という狭いとらえられ方に教員の意識がと

どまり、専門的な知識を必要とする特別な教育から抜けられなかった。 

しかし、その間にも社会の情報化はますます進展し、教育の情報化の必要性は１０年前以上に拡大

増加している。今こそ、日常的なＩＣＴの利活用を通して、教育の情報化に取り組まねばならない状

況にある。 

 教科指導におけるＩＣＴ活用の推進や情報教育の体系的・系統的推進、学校における情報モラル教

育と家庭・地域連携の推進、校務の情報化の推進、さらにそれらの推進を支援するための教員のＩＣ

Ｔ活用指導力の向上研修やＩＣＴ環境の整備、並びに、情報化の推進体制の整備の推進等、教育の情

報化がかかえる課題は広く大きい。しかも、日常的な取り組みの中で達成されてこそ意義がある。 

上越市は、児童生徒用のコンピュータの整備に加え、教員一人一台の貸与コンピュータの整備を積

極的に進めている。教科指導でのＩＣＴ活用は、児童生徒及び教員が日常的に活用する段階に進んで

おり、全学級での電子情報ボードの利活用が次の焦点となっている。 

また、学校現場の教員からの提案による校務支援システムの構築とその導入がなされ、学校経営の

組織マネジメントという視点からの校務の情報化も進んでいる。 

一方、上越地域には「生活科」や「総合的な学習の時間」が始まる以前より、探求的・体験的な学

習を大切にしてきた教育風土があり、その伝統を受け継ぎつつ、上越市内の各校ともそれぞれが特色

ある学校づくりを目指し、上越市総合教育プラン、上越カリキュラムを作成し、その実践に地道に取

り組んでいる。 

 本プロジェクトでは、日常的なＩＣＴの活用により教育の情報化を図ること目的として研究を行い、

セミナーなど研修においてその実証的な検証を行う。 

（２）本研究プロジェクトの取組 

■ＪＡＥＴつくば大会の視察 平成２１年１０月３０日（金）～３１日（土） 

研究主題：「わかる授業・魅力的な授業」「情報活用能力の育成」のためのＩＣＴ活用 

 研究員は、日常の実践をまとめ以下のような発表を本大会分科会で行った。 

研究発表１ 上越市立和田小学校 安田ひとみ 

小規模校における電子情報ボード活用の日常化を目指した取組 

 電子情報ボードの全教室整備がされた中で、小規模校の特性を生かし日常的な活用に取り組んでき

た。視覚的に児童の理解を深める資料・動画の拡大提示や操作をしながら互いの意見を交流する場と

しての活用など個々の取組を集約する中で成果や課題が明らかになった。 

－ 32 －



研究発表２ 上越市立城西中学校 工藤寛之 

ＩＣＴを活用した授業改善に向けた取組－電子情報ボードの導入をきっかけにして－ 

 全教室に電子情報ボードが導入された環境で、ＩＣＴの日常化をテーマとして五教科を中心にした

授業での活用を図った。校内研修体制や大学・教育委員会との連携体制などの課題を明らかにした。 

研究発表３ 上越市立大和小学校 金子剛志 

電子情報ボードを活用した授業づくり－授業におけるＩＣＴの効果的な使い方を実践から探る 

 すべての教室に電子情報ボードが配置され、日常的に授業できる環境において、どのように活用す

れば自動の学びを確かなものにできるか、日々の実践の中で見えてきた成果と課題をまとめた。 

研究発表４ 上越教育大学 中野博幸  

ＰＣ画面を液晶プロジェクタや電子黒板に映すための罫線や図表を表示する授業支援ツールの開発 

 液晶プロジェクタや電子黒板などの情報教育機器を活用した授業を日常化することをねらいとし

て、その支援ツールを作成し実証的検証を行った。方眼、グリッド、斜方眼、円、時計、画像、数直

線など７種類の図表を作成し、表示することができる。これを用いることにより、児童生徒の考え方

に沿った授業を展開することが容易になった。 

研究発表５ 上越市教育委員会 藤田賢一郎 

上越市における校務の情報化の取組－上越市学校教育支援システム活用の概要－ 

 学校教育専用の「上越教育ネットワーク」の中で構築されたグループウェアシステムの活用により、

学校教育や校務処理の実際と運用上の工夫などをまとめた。 

研究発表６ 上越市立春日小学校 戸田正明 

 視覚的カリキュラム表による特色あるカリキュラム作成 

 上越市では、学校の特色ある取組が視覚的に分かり易いように工夫された視覚的カリキュラム表を、

市内全小中学校で作成している。視覚的カリキュラム表を作成するための視覚的カリキュラム表作成

ジェネレータとＷＥＢ上に視覚的カリキュラム表を公開するツールを発表した。 

■上越市教育委員会学び愛フェスタにおける電子情報ボード研修会の開催 

 放送大学中川一史教授を講師に、「電子情報ボードの利活用」という演題での講演を受け、ワーク

ショップセミナーを実施した。 

■学校教育実践研究センター自主セミナーの開催 

 ２学期までの実践をまとめ、研究員が交代で講師になり教員対象の自主セミナーを開催し、実践的

な検証をもとに研究を深めた。 

セミナー１「プロジェクタＸの活用」上越教育大学 中野博幸 

セミナー２「相互交流を促すための活用法を探る」上越市立和田小学校 安田ひとみ 

セミナー３「電子黒板活用中央研修伝達講習」上越市立城北中学校  滝澤 豊 

セミナー４「デジタル教科書中学生版を使ってみよう」上越市立城西中学校 工藤寛之 

セミナー５「５分間コンテンツをつくろう」上越市立春日小学校 戸田正明 

セミナー６「電子情報ボードを活用した話し合いの授業」大和小学校 金子剛史 

セミナー７「小学校英語での電子情報ボードの活用」上越教育大学 清水雅之 

 

３． 研究の成果と課題  

 ＩＣＴの日常的な活用の中で見えてきたことは、何でもかんでもＩＣＴを使うことが日常化になる

のかという疑問である。ＪＡＥＴつくば大会視察や連続セミナーを行うことで判明してきたことは、

教師の日常的な授業づくりの中からＩＣＴの活用場面が生まれてくるということである。基本は授業

づくりにある。電子情報ボードを前にすると、小学校の担任と中学校数学の先生が生活科の授業づく

りについて熱く語ることができることが「日常化」を最も表している場面と考える。 
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長期集団宿泊体験活動がソーシャルスキルに与える影響に関する調査研究

－「妙高フレンドスクール」が児童と大学生のソーシャルスキルに及ぼす影響－

上越教育大学学校教育実践研究センター

伊 佐 貢 一

はじめに

いじめや不登校など，子どもたちの不適応問題は依然として深刻な状況にある。文部科学省学校

基本調査（200９年度）では，不登校児童生徒数は中学校が10万4千人，小学校が2万3千人，いじめ

の認知件数は学年別で中学１年生が2万４千件で最も多いことが報告されている。新潟県教育委員

会は，このような現象面のギャップとともに，中学校へ進学した生徒が感じる制度や指導等のギャ

ップという２つの側面を総合して「中１ギャップ」とした。

中１ギャップの解消に向けた宿泊体験活動には，2001年度に始まった妙高村（現妙高市）におけ

る小学校３校の通学型合宿がある。その後，様々は変遷を経て妙高市教育委員会は2008年度から，

市内12の全小学校の６年生全員を対象として「妙高フレンドスクール」を実施している。2009年度

は，「コミュケーション能力を育成し，中学入学後の円滑な人間関係の素地をつくる」こと基本方

針に据えた５泊６日の活動を行った。コミュニケーション能力を高めるためには，基本的なソーシ

ャルスキルが必要である。そこで，妙高市教育委員会並びに参加12ヶ校のご協力をいただき，妙高

フレンドスクールが児童のソーシャルスキルに及ぼす影響を調査する。また，ボランティアで児童

を支援する大学生のソーシャルスキルの変容を調査し，今後のボランティア活動の方向を検討する。

第１調査 妙高フレンドスクールが児童のソーシャルスキルに及ぼす影響

１ 調査対象

妙高市公立小学校12ヶ校の全６年生371人を対象とする。３ブロック編成で活動し，１ブロッ

クは137人，２ブロックは132人，３ブロックは102人であった。

２ 調査期間

（１）１ブロックと２ブロック

① プログラムの実施と事前・事後調査 2009年 6月21日～6月26日（5泊6日）

② １ヶ月後の調査 2009年 7月21日～7月23日の間で１日

（２）３ブロック 2009年11月 2日・4日のうち１日

３ 調査材料

児童用社会的スキル尺度（1996，嶋田他）を用いる。この尺度は，「向社会的スキル」７項目，

「攻撃行動」４項目，「引っ込み思案行動」４項目，合計15項目で構成されている。

４ 調査手続き

1ブロックと２ブロックについては，妙高フレンドスクールの事前と事後，１ヶ月後に調査す

る。１ヶ月後の調査は，各学校の学級担任に依頼した。調査データのうち有効なデータを１・２

ブロック合計して分散分析を行った。妙高フレンドスクールは，５泊６日の集団宿泊活動であり，

プログラムの概要はTable1に示すとおりである。日中の活動は，各学校の教師が指導し，夕方か

ら翌朝にかけての活動や生活指導は，自然学校ねぎぼうず（教育団体）の方々とボランティアと

して参加する上越教育大学の学生が行った。筆者は，学生に同行し，学生と児童の活動の様子を

観察した。３ブロックは，インフルエンザの影響で妙高フレンドスクールを実施することができ

なかったため，実態調査を１回行った。
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５ 結果

Table2は，社会的スキル得点の平均値と標準偏差を示したものである。各下位尺度別に分散分

析を行った結果「向社会的スキル」（Ｆ(2,510)=30.98, p＜.01），「攻撃行動」（Ｆ(2,510)=3.07,p

＜.05），「引っ込み思案行動」（Ｆ(2,510)=11.00,p＜.01）すべてに時期の効果が認められた。次

に，LSD法による多重比較を行った。結果は，Table3に示すとおりであった。

第３ブロックは，調査時期が１１月であったため，１・２ブロックとの統計的な比較はできな

いが参考データとしてみることができる（Fig.2）。

Fig.2 1・２ブロックと３ブロックの社会的スキル得点の平均値比較（参考）

６ 考察

妙高フレンドスクールは，「向社会的スキル」の向上に極めて有効である。これは，５泊６日
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Table2 社会的スキル得点の平均値と標準偏差

事前 事後 １ヶ月後

N＝256 Mean (SD) Mean (SD) Mean (SD)

向社会的スキル 22.00 (3.06) 23.34 (3.43) 22.50 (3.37)

攻撃行動 5.90 (1.70) 5.70 (1.71) 5.67 (1.75)

引っ込み思案行動 6.08 (2.40) 5.53 (2.14) 5.63 (2.36)

Table3 時期の効果（F比）及び多重比較の結果

向社会的スキル 30.98** 事前＜事後 事前＜1ヶ月後 事後＞1ヶ月後

攻撃行動 3.07* 事前＞事後 事前＞1ヶ月後 事後＝1ヶ月後

引っ込み思案行動 11.00** 事前＞事後 事前＞1ヶ月後 事後＝1ヶ月後

**p＜.01, *p＜.05, +p＜.10 ＜＞：*p＜.05，=:n.s.

Fig.1 社会的スキル得点の変化
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Table 1 妙高フレンドスクール活動プログラム（主な日中の活動）

１ブロック ２ブロック
１日目 ○ 開会式 調査（IKR 社会的スキル尺度） ○ 開会式 調査（IKR 社会的スキル尺度）

○ 妙高アドベンチャー ○ 妙高アドベンチャー
○ 交流活動 ○ 交流活動

２日目 ○ 火山学習 ○ 秘密の基地づくり
＊ 夜の活動・振り返り（５日まで） ＊ 夜の活動・振り返り（５日まで）

３日目 ○ 夢見平探検隊 ○ 野外炊飯
４日目 ○ 秘密の基地づくり ○ 火山学習
５日目 ○ 野外炊飯 ○ 夢見平探検隊

○ キャンプファイヤー ○ キャンプファイヤー
６日目 ○ クラフト ○ クラフト

○ 閉会式 調査 ○ 閉会式 調査
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の活動で児童が濃密に交流すること，しかも妙高アドベンチャーなど人間関係づくりを意図した

プログラムが組み込まれていることによるものと思われる。しかし，１ヶ月後は，「向社会的ス

キル」が低下し，参加前の状態に近づいていることに注目しなければならない。このことを改善

するためには，妙高フレンドスクール実施後の学校生活の中で向上したスキルの維持と般化を促

す働き掛けを行う必要がある。

「攻撃行動」「引っ込み思案行動」は妙高フレンドスクールで低減し，１ヶ月後も維持されて

いる。しかし，ブロック別に分析すると，１・２ブロック合わせて分析したときよりも変化が少

なかった。負のスキルは，発揮する場面が「向社会的スキル」に比べて少なく，各学校の要因が

影響すると考えられる。これらのことから，負のスキルは「向社会的スキル」に比べて変容しに

くいスキルである反面，一旦変容すると低減しにくいスキルであると推測される。したがって，

負のスキルは，妙高フレンドスクール実施後の維持と般化に目を向ける前に，妙高フレンドスク

ール実施期間中に変容を促す手立てを講じることが重要と思われる。

「子ども農山漁村交流プロジェクト」における教育効果の評価(2009)で，プログラムの計画・

実施に当たって参考となる事項がまとめられている。その中に，「宿泊体験活動を児童生徒の人

間形成や社会性の涵養のきっかけととらえ，事前・事後指導を充実させ，他の学校行事と関連を

持たせて継続的に取り組むこと」という項目がある。

年間かけてソーシャルスキルを向上させることは，たいへんな労力である。それを考えると，

妙高フレンドスクールは短期間で集中的にソーシャルスキルを高める絶好の機会である。その際，

高まったスキルを維持させる方策をプログラムに加えることで，その後の学校生活の中にソーシ

ャルスキルが般化し，人間関係がより円滑になると思われる。

そこで，現在行われているプログラムにソーシャルスキル教育を取り入れることを提案する。

具体的には，事前指導で活動に必要なソーシャルスキルを学習させ，活動の中で意識させる。タ

ーゲットスキルとしては，「上手な話の聴き方」と「温かいメッセージ」とする。これらのスキ

ルには，今回使用した尺度の質問項目の要素が多く含まれている。夜の活動は，キャンプファイ

ヤーのスタンツの話し合いであり，相手を見て積極的に話を聞くことが親和的な関係をつくるポ

イントになる。また，「ほめる」「励ます」「感謝する」「気づかう」などの「温かいメッセージ」

を伝え，逆に相手をけなす，声掛けをしないなど「冷たいメッセージ」を抑制することで日中の

活動がさらに充実すると思われる。

第２調査 妙高フレンドスクールがボランティア大学生のソーシャルスキルに及ぼす影響

１ 調査対象 大学１年生6人,２年生3人, ３年生8人, ４年生1人, 大学院生１人, 計19人

２ 調査期間 2009年6月21日～6月26日

３ 調査材料

成人用ソーシャルスキル自己評定尺度（相川，2005)を用いる。この尺度は，「関係開始」８

項目，「解読」８項目，「主張性」７項目，「感情統制」４項目，「関係維持」４項目，「記号化」

４項目で計35項目からなる尺度である。

４ 調査手続き

妙高フレンドスクールで，１・２ブロックの児童にボランティアとしてかかわった学生のうち，

事前と事後に調査が可能な学生19名に調査した。19名のうち，各班を直接担当した学生は15人，

全体を見て必要に応じて班の児童をサポートした学生は４人であった。学生は,ボランティアと

して，夕方から翌朝までの時間帯について自然学校ねぎぼうずの方とともに，「夜の活動」と「振

り返り」「キャンプファイヤー」の支援，食事や就寝，起床等の生活指導を行った。
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５ 結果

Table4は，成人用ソーシャルスキル自己評定尺度の事前と事後の平均値を示したものである。

下位尺度別に分散分析を行った結果「関係開始」（Ｆ(1,18)=3.11,p＜.10），「関係維持」（Ｆ(1,

18)=18.41,p＜.10），「記号化」（Ｆ(1,18)=3.07,p ＜.10）に時期の効果が認められた。「解読」「主

張性」「感情統制」については，時期の効果は認められなかった。

６ 考察

参加した学生の中から，全体を見る担当であった女子学生１名，児童の班を直接担当した男子

学生１名にインタビューをした結果を踏まえて考察する。学生は，まず児童と関係をつくるため

に「関係開始」スキルを発揮する。そして，関係が開始されると「関係維持」の質問項目である

「相手の話をまじめな態度で聞くことができる」「相手の立場を考えて行動する」などのスキル

を発揮して児童との関係を良好に保とうと努力していく。その際，「記号化」の質問項目である

「相手に良い感じを持ったらそれを素直に表現できる」「表情が豊かである」などのスキルを発

揮し，自分が感じたことを子どもに分かりやすく伝えようとしている。

「解読」スキルは，事前に比べ事後の平均値が下がっている。学生は児童に適切な支援を行う

ために，相手の様子を読み取ろうとしているが，なかなかうまくいかないと感じている結果であ

ると思われる。

「感情統制」や「主張性」のスキルについては，夜間の活動だけでは感情のコントロールや表

出というスキルを発揮する場面が少なかったと推測される。

学生は朝方，児童と一旦別れ，大学に向かう車の中で仲間と活動についてシェアリングを行っ

たり，自己のかかわり方について省察する時間を持ったりして，夕方，児童との再会に備えてい

る。このことは，児童との関係や自分のソーシャルスキルを見直すために有効な学びのサイクル

となっている。今回の調査における学生の相手意識は児童であった。このスキルが，学生同士の

中に般化されているかどうかと言う問題は，これからの課題となる。

今後，学生が児童に対して，ソーシャルスキル教育を行うことによって，児童のソーシャル

スキルを高め，学生が自らのソーシャルスキルを意識するという相乗効果が期待される。

【引用・参考文献】

独立行政法人国立青少年教育振興機構 2009 平成20年度調査研究事業 「体験活動が青少年の人間

関係に与える影響に関する調査研究」ホームページ

新潟県教育委員会 2009 中１ギャップ解消に向けて－中１ギャップ解消プログラム－

文部科学省 2010 自然の中での長期宿泊体験事業について 初等教育資料2010年3月号pp.2-5

謝 辞

本調査におきまして，妙高市教育委員会の皆様，福保雄成指導主事様，2009年度妙高市12小学校の６

年生担任の皆様,国立妙高自然の家の皆様，自然学校ねぎぼうずの方々にご協力賜りましたことに深く

御礼申しあげます。

T a b l e 4 成 人 用 ソ ー シ ャ ル ス キ ル 自 己 評 定 尺 度 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差
事 前 事 後

Ｎ １ ９ M e e n ( S D ) M e e n ( S D ) 有 意 性
関 係 開 始 ス キ ル 2 2 . 5 8 ( 4 . 4 9 ) 2 3 . 7 9 ( 3 . 9 0 ) +
解 読 ス キ ル 2 3 . 7 9 ( 3 . 9 0 ) 2 3 . 3 1 ( 2 . 0 5 )
主 張 性 ス キ ル 1 7 . 9 5 ( 3 . 0 1 ) 9 . 5 3 ( 4 . 4 1 )
感 情 統 制 ス キ ル 9 . 7 4 ( 2 . 0 2 ) 1 0 . 5 3 ( 1 . 1 9 )
関 係 維 持 ス キ ル 9 . 6 8 ( 1 . 7 2 ) 1 1 . 8 4 ( 1 . 7 2 ) * *
記 号 化 ス キ ル 1 1 . 9 5 ( 2 . 2 6 ) 1 2 . 5 8 ( 2 . 1 6 ) +

* * p＜ . 0 1 , * p＜ . 0 5 , + p＜ . 1 0
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PISA 型読解力の向上を図った言語活動の充実 

 

１． プロジェクトメンバー 

 ○ 佐 藤  佐 敏 特任准教授 

   中 村  雅 芳 研 究 員（新潟大学教育学部附属新潟中学校教諭） 

   玉 井  博 史 研 究 員（新潟大学教育学部附属新潟中学校教諭） 

   栃 倉 貴美子 研 究 員（刈羽村立刈羽中学校教諭） 

 

２． 研究の概要  

 (1) 研究目的 

  PISA 型読解力の向上を図る言語活動の充実に貢献する国語科授業プログラムを開発し，そのプ

ログラムを中学校第１学年で実施し，その有効性を実証する。 

 (2) 研究方法と取組 

   開発したプログラムを６時間の授業で実施する。そして読解力の向上がどのように図られたか

をプリテスト・ポストテストの結果を基に実証する。 

 (3) 研究の概要 

 2000 年，2003 年，2006 年に行われた「生徒の学習到達度調査（Programme for 

International Student Assessment）」（略称：PISA）において，日本の学生の読解力の得

点は，第一グループに比して有意に低いという結果(１)が報告された。この報告につい

て福田誠治（ 2007）は，日本の子どもと得点上位国を相対的に比較して，「日本の

子どもたちは，『情報取出』や『解釈』がそれほど上手ではない」(２)と分析してい

る。テキストを的確に解釈するためには，根拠と理由を明確にして述べることが求

められる。日本の学生は，第一に本文から根拠を明確に引用することができない。

第二に，根拠を引用したとしても，その根拠を論理的に主張と結び付けて説明でき

ない。        

 そこで，プログラム授業において，解釈を求める発問を提示し，根拠を本文に求

めること，そして既有知識にアクセスして理由を記述することを課した。 

 このように，「根拠と理由を明確にして解釈する力」が培われることをねらいとし

て，６時間１単元のプログラム授業を組織した。そして，『平成 21 年度全国学力・学習状況調査

の調査問題』国語 B 問題をプリテストに用い，『平成 20 年同調査問題』国語 B 問題をポストテ

ストに用い，プリテスト・ポストテスト法によりプログラムの有効性を量的に分析した。 

 (4) 実施報告 

    A 中学校１年 C 組     B 中学校１年 

第１時 １１月 ２７日（金）  ２月 １９日（金）  教材 短歌島木赤彦 

第２時 １１月 ３０日（月）  ２月 ２２日（月）  教材 短歌詠み人知らず 

第３時 １２月  １日（火）  ２月 ２３日（火）  教材 詩「岩が」 

第４時 １２月  ２日（水）  ２月 ２４日（水）  教材 詩「月夜の浜辺」 

第５時 １２月  ４日（金）  ３月  １日（月）  教材 詩「居直りりんご」 

第６時 １２月  ７日（月）  ３月  ２日（火）  教材 詩「夕焼け」 

 (5) プログラムの概略 

 根拠と理由を明確にして解釈させるためには，「解釈のアブダクションモデル」を基にした発

問が有効である(３)。その発問例と生徒の反応例を示す。 

 第３時 詩「岩が」 

  T：川はどこを流れていますか。上流・中流・下流，どこですか。（指示）「本文に『……』 

  と書いてある。『もし……なら……』である。だから，……」という文型で答えなさい。」 
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     S1：本文に「流れは豊かに」とある。もし上流や中流なら豊かな流れとならない。下流だ。 

   S2：中流。「魚がひっそりと泳いで」と書いてある。もし上流なら，流れが激しくて，ひっ 

    そりとなんて泳げないから。 

   S3：本文に「岩が」とある。もし中流や下流なら，「岩」は砕かれて石や砂になる。だから， 

    上流だ。 

      S4：私は S2 さんと同じ根拠「ひっそり」に注目しました。S2 さんは，「上流ならひっそり 

    となんて泳げない」と言ったけど，下流や中流では魚が群れになって泳いでいるから， 

    こっちのほうが「ひっそり」にならないと思います。上流で一匹二匹になったから「ひ 

    っそり」なんじゃないですか。 

     全６時間とも，このような発問を提示して，生徒に根拠と理由を明確にして記述させ，討論 

 を組織した。そして，根拠と理由を明確にして解釈する良さを生徒に実感させていった。 

 (６) 調査結果  （[直接確率計算２×２]による分析） 

「根拠が明確に述べられているかどうか」「理由が明確に述べられているかどうか」を調査し

た（B 中学校は２月末現在プログラム授業実践中であるため，A 中学校の結果のみを記す）。 

○プリ調査日 

  11 月 27 日 

  調査人数  

38 人(1 人欠席) 

 ○ポスト調査 

 12 月 14 日 

  調査人数 

 39 人 

 プログラムの

前後で，「根拠を明確に記述する」者と「根拠が明確でない」者の人数比について，直接確率計

算を行った結果，有意差がみられた（片側検定 p=0.0000）。また，プログラムの前後で，「理由

を明確に記述する」者と「理由が明確でない」者の人数比についても，直接確率計算を行った結

果，有意差がみられた（片側検定: p=0.0252）。プログラムの導入後は，「根拠を明確に記述する」

者と「理由を明確に記述する」者の割合が有意に増加しており，このプログラムは，根拠と理由

を明確に記述する力をつけるのに有効であると考えられる。 

 

３． 研究の成果と課題  

 「解釈のアブダクションモデル」を基にした発問を行うプログラム授業が，読解力を向上させる

上で有効であるという傾向が確認された(４)。ところで，プログラム授業を実施した A 中学校 1 年 C

組の NRT の平均は 63 点であった。高い学力を有する学習集団の結果を一般化して考えること

ができるかどうか，B 中学校の結果と合わせて質的にも分析し，さらなる検証を行っていく。 

 

(1) 文部科学省 2000 2003 http://www.mext.go.jp 「PISA（OECD 生徒の学習到達度調査）」 

2010 年 2 月 24 日取得 

(2) 福田誠治  2007 『全国学力テストと PISA』 国民教育文化総合研究所  p.49 

(3) 佐藤佐敏 2010 「解釈する力を高める発問―C.S.Peirce の認識論に基づく『読みの 

授業論』の構築(2)―」 『上越教育大学紀要』第 29 号 pp.321-330 

(4) 統制された実験的手続きによる厳密な検証をしていないので，発問以外の要因 

がある可能性もある。ここでは「傾向が確認された」という表現にとどめる。 

表１ 

 明確な「根拠」の記述について 

記述あり  記述なし 
 

プリ調査     13         25         
ポスト調査    34    5         
 

  両側検定  :  p=0.0000   ** (p<.01)   
  片側検定  :  p=0.0000   ** (p<.01)   
  Phi=0.543                           
/ / / Analyzed by JavaScript-STAR / / / 

表２ 

     明確な「理由」の記述について 

 記述あり  記述なし 
 

プリ調査      13         25         
ポスト調査     23         16         
 

 両側検定  :  p=0.0402   *  (p<.05)   
 片側検定  :  p=0.0252   *  (p<.05)   
 Phi=0.248                          
/ / / Analyzed by JavaScript-STAR / / / 

－ 39 －



実感を伴った確かな理解を導くために 

－小学校理科新内容に焦点を当てて－ 

 

１．プロジェクトメンバー 

  ○渡辺 径子 特任准教授 

   小笠原賢亮 研究員（上越教育事務所学校支援課第 2 課長） 

   浅野 一清 研究員（上教大附属小学校教諭）  

   金子 剛志 研究員（上越市立大和小学校教諭） 

 

２．研究の目的 
 新学習指導要領小学校理科において，目標に「実感を伴った」の文言が加わった。これまで以上

に子どもたちの観察や実験を重視し，それらを科学的な探究活動の中に組み込み，確かな理解を導

こうとするものである。子どもの思考の文脈を大切に紡いでいこうとする，その探究活動は，まさ

に子どもたちに考える力を育成することを意図したものである。その点を特に踏まえ，小学校理科

新内容として加わった内容に焦点を当て，学習展開のあり方や，使用する教材・教具についての研

究を行う。 

  

３．研究の概要 
（１）小学校理科研究会，ESD 研究会の視察 

           ○H21 ソニー全国大会福島大会         ○H21 ソニー全国大会愛知大会 

○H21 全国小学校理科研究大会東京大会  ○H21 JAET つくば大会 

○H21 環境教育研究会全国大会広島大会  ○H21 新潟大学附属新潟小学校研究会 

 授業を参観し，研究協議に参加した。各大会の研究構想には，新学習指導要領の目標に加えられ

た「実感を伴った」という文言を，子どもの学ぶ姿に映し出そうとしていた。これらから得た情報

は，理科指導の実際について具体的に授業構想を考えていく際の参考となった。 

 

（２）小学校理科第３学年「風やゴムの働き」の授業計画の作成 

  上越市内の小学校で次のような授業実践を計画した。それは，第３学年２学級のうちの１学級を

先行実践者(渡辺)が授業し，その授業の評価，反省に基づいて，もう１学級を担任が授業するとい

うものである。そのために，事前に学年，学級の子どもの様子をリサーチし，子どもの実態に合わ

せた授業計画を作成した。 

 

（３）協同授業実践 

  ①単元の展開＜全６時間＞ 

次 時 学習の流れ 

１ １ 車を走らせることができるかな？ 

２ 

２ 
車をもっとよく走らせることができるかな？＜風の力＞ 

    ・帆があるないの比較 ・風の強弱の比較 

３ 
車をもっとよく走らせることができるかな？＜ゴムの力＞ 

    ・ゴムの伸ばした長さで比較  ・ゴムの本数で比較 

３ 
４ 車を止まらせたいところで止まらせることができるかな？ 

   ＜ピッタンコゲーム＞ ・風やゴムの働きの調整 ５ 

４ ６ 風やゴムの働きを使ったおもちゃをつくろう！ 
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大学院生のＩＣＴを活用した授業に対する意識の変容 

― 電子情報ボードとデジタル教科書を用いた演習を通して ― 

 

上越教育大学学校教育実践研究センター  

中野 博幸  

 

１．はじめに 

ＩＴ新改革戦略（平成 18 年 1 月 18 日）によれば，次世代を見据えた人的基盤づくりの実現

に向けた方策として，以下のことが述べられている。 

 2006年度までに教員のＩＴ指導力の評価の基準の具体化・明確化を行い、それに基づき、

ＩＴを活用した教育に関する指導的教員の配置や、教員のＩＴ活用能力に関する評価を

その処遇へ反映すること等を促進することにより、全ての教員のＩＴ活用能力を向上さ

せる。 

 2006 年度までにＩＴを活用した分かりやすい授業方法や、児童生徒の習熟度に応じた効

果的な自習用コンテンツの開発・活用の推進等により、教科指導における学力の向上等

のためのＩＴを活用した教育を充実させる。 

近年，ハード面では液晶プロジェクタや電子情報ボード，ソフト面ではデジタル教科書など

がコンピュータ室だけではなく普通教室にも整備されるようになり，教員がＩＣＴを活用した

授業が行える環境が整ってきた。 

このようなＩＣＴの整備を受けて，その有効活用を目指した教員対象の研修会が各地域で行

われている。関田・舟生(1998)は，コンピュータの研修会が教員のコンピュータ活用にどのよ

うな影響を与えるのかを調査し，研修会は参加教員のコンピュータに対する心理的抵抗を低減

させ，利用態度を促すのに効果的であると述べている。 

しかしながら，平成２０年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（平成 21

年 3 月 1 日）によれば，授業中にＩＣＴを活用して指導する能力について，「わりにできる」も

しくは「ややできる」と回答した教員の割合は，58.5％と大項目中で最低の結果となっている。 

これには指導的な教員の不足など支援体制の不十分さだけでなく，ＩＣＴを活用することに

対する苦手意識や今までの授業に対する固定観念など教員の意識が影響し，積極的な授業活用

を妨げていると考えられる。特に経験年数の多い教員ほどその影響が顕著に見られる。 

そこで本研究では，情報機器の扱いに抵抗感が低く，かつ，授業に対する固定観念が少ない

教員経験のない大学院生を対象として，ＩＣＴを活用した授業についての演習が ICT 活用に対

する意識にどのような影響を与えるかについて調査することにした。 

 
２．研究の概要 

(1) 調査対象 

上越教育大学 大学院生（免許プログラム 1年） 109 名 

(2) 調査方法 

ｱ. 質問紙による事前アンケート調査を行う。 

ｲ. 学校教育における情報教育機器の活用について説明する。 

ｳ. デジタル教科書の基本的な機能を説明し、実際に操作などを行う。 

ｴ. デジタル教科書を体験後、質問紙と自由記述で事後アンケート調査を行う。 

(3) 授業の実際 

ｱ. 事前アンケート ······································· 5 分 

ｲ. 講義 ················································· 15 分 

－ 42 －



① 学校で利用されている情報教育機器 

② 授業での情報教育機器の活用 

ｳ. 演習 ················································· 60 分 

① ネットワーク提供型デジタルコンテンツ ··············· 10 分 

 Google 検索 「デジタルコンテンツ 小学校」 

② ソフトウエア提供型デジタルコンテンツ ··············· 50 分 

 光村図書 デジタル教科書 1 年生下 

 くじらぐも 

・ 学習者に何も説明せず，10 分間，自由にノート PC 上で操作させる。 

・ その後，朗読，挿絵，ふでばこ機能を中心として，電子情報ボードを使

いながら，学習のアイデアを考える。 

 かんじの はなし 

・ 空書きによる筆順学習を体験し，問題点を考える。 

・ 筆順機能を使った空書き指導を体験する。 

・ 筆順機能を使った筆順クイズを体験する。 

 ものの 名まえ 

・ 参考ウインドウによる仲間わけを体験する。 

ｴ. 事後アンケート ······································· 10 分 

 

３．研究の結果 

(1) 事前アンケート 
授業の前に次の質問に答えなさい。 

 
 

 

 

まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「不安あり」，あまりそう思わない，

ぜんぜんそう思わないを「不安なし」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.000 であり，「不安あり」

と答えたものが「不安なし」と答えたものよりも有意に多かった。 

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

29 37 26 13 4

27% 34% 24% 12% 4%

26 22 21 29 11

24% 20% 19% 27% 10%

29 41 21 16 2

27% 38% 19% 15% 2%

１　国語の授業を行うことに不安
がある

２　コンピュータや情報ボードな
ど、新しいメディアを使うことに
不安がある

３　デジタルコンテンツ（デジタ
ル化された教科書教材）を使って
授業をしてみたいと思う。

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

１　国語の授業を行うことに不安
がある

29 37 26 13 4

不安なし不安あり
92 17
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まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「不安あり」，あまりそう思わない，

ぜんぜんそう思わないを「不安なし」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.274 であり，「不安あり」

と答えたものと「不安なし」と答えたものに有意差はなかった。 

 

 

まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「使ってみたい」，あまりそう思わ

ない，ぜんぜんそう思わないを「使ってみたくない」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.000 であり，「使ってみた

い」と答えたものが「使ってみたくない」と答えたものよりも有意に多かった。 

以上のことから，大学院生は国語の授業をすることについては不安を持っているも

のの，デジタルコンテンツを使った授業については興味が高く，積極的に使ってみよ

うとする意識があることがわかる。 

(2) 事後アンケート 

デジタルコンテンツ（デジタル化された教科書教材）を使った授業について、次の質問

に答えなさい。 

 

 

 

 

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

２　コンピュータや情報ボードな
ど、新しいメディアを使うことに
不安がある

26 22 21 29 11

不安あり 不安なし
69 40

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

３　デジタルコンテンツ（デジタ
ル化された教科書教材）を使って
授業をしてみたいと思う。

29 41 21 16 2

使ってみたくない
91 18

使ってみたい

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

35 49 20 5 0

32% 45% 18% 5% 0%

63 29 14 3 0

58% 27% 13% 3% 0%

34 51 18 6 0

31% 47% 17% 6% 0%

68 29 9 3 0

62% 27% 8% 3% 0%
７　授業で活用してみたい

４　授業がよくわかるように教え
られる

５　授業がおもしろく教えられる

６　授業のアイデアが浮かぶ

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

４　授業がよくわかるように教え
られる

35 49 20 5 0

肯定 否定
104 5
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まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「肯定」，あまりそう思わない，ぜ

んぜんそう思わないを「否定」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.000 であり，「肯定」した

ものが「否定」したものよりも有意に多かった。 

 

 
まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「肯定」，あまりそう思わない，ぜ

んぜんそう思わないを「否定」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.000 であり，「肯定」した

ものが「否定」したものよりも有意に多かった。 

 

 

まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「肯定」，あまりそう思わない，ぜ

んぜんそう思わないを「否定」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.000 であり，「肯定」した

ものが「否定」したものよりも有意に多かった。 

 

 
まったく思う，だいたい思う，いちおう思うを「肯定」，あまりそう思わない，ぜ

んぜんそう思わないを「否定」としてまとめた。 

直接確率計算（母比率不等）によると，片側確率で p=0.000 であり，「肯定」した

ものが「否定」したものよりも有意に多かった。 

以上のことから，すべての項目について，デジタル教科書を使った授業について肯

定的であることがわかる。 

(3) 事前と事後アンケートの比較 

事前アンケート「３ デジタルコンテンツ（デジタル化された教科書教材）を使って

授業をしてみたいと思う。」と事後アンケート「７ 授業で活用してみたい」の回答に

ついて，分析を行った。 

 

 

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

５　授業がおもしろく教えられる 63 29 14 3 0

肯定 否定
106 3

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

６　授業のアイデアが浮かぶ 34 51 18 6 0

肯定 否定
103 6

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

７　授業で活用してみたい 68 29 9 3 0

否定
106 3
肯定

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

３　デジタルコンテンツ（デジタ
ル化された教科書教材）を使って
授業をしてみたいと思う。

29 41 21 16 2

使ってみたくない
91 18

使ってみたい
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直接確率計算 2×2 を用いて分析を行った結果，片側確率 p=0.0004 であり 1％水準で

有意であった。 

以上のことから，デジタル教科書を実際に使った後，授業で活用してみたいと考える

大学院生は使用前に比べて増加したと考えることができる。 

デジタル教科書を実際に使ってみるまでは，授業で利用することに否定的であった大

学院生が，実際に使ってみることでそのよさに気づき，授業で使ってみたいと思うにな

ったと考えることができる。 

(4) 事後アンケートの自由記述 

事後アンケートの自由記述を内容面から整理した。 

児童・生徒および教員の不安に関する記述が多かったが，その一方で授業で ICT を利

用するときの教材研究の重要性や整備面での課題についての下記のような記述が見ら

れた。 

ｱ. 学力低下の不安 

視覚的なものに頼りすぎると，子どもたちの書く力や読む力が低下してしまうので

はないか。 

ｲ. 健康被害の不安 

コンピュータの多用による視力の低下が気になる。 

ｳ. 学習規律の不安 

授業と遊びのけじめがなくなるのではないか。 

ｴ. 機器操作の不安 

使い慣れないとコンピュータやスマートボードの準備が大変。 

ｵ. 授業力向上への不安 

授業者が授業しやすいように工夫されているが，それに頼りすぎて自分で活動を考

えることをあきらめてしまう可能性があるのではないか。 

ｶ. 教材研究の重要性 

教師がどの程度活用して子どもの興味を引き出すかという点が重要であり，教材研

究などの大切さを考えさせられた。 

アナログな教材の良いところもたくさんあるので，デジタルコンテンツとアナログ

教材のそれぞれのよさが最大限生かせるように教材研究を行って，本当に面白い授業

を作れるようにしたい。 

ｷ. 整備面の課題 

教材ソフトと電子情報ボードの両方がないと，授業としての活用は難しいのではな

いか。 

 
 

まったく
思う

だいたい
思う

いちおう
思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

７　授業で活用してみたい 68 29 9 3 0

否定
106 3
肯定

肯定 否定

事前アンケート 91 18

事後アンケート 106 3
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４．まとめ 

本研究では，情報機器の扱いに抵抗感が低く，かつ，授業に対する固定観念が少ない教員経

験のない大学院生を対象として，ICT を活用した授業についての演習が ICT 活用に対する意識

にどのような影響を与えるかについて調査を行った。 

その結果，デジタルコンテンツを使った授業について肯定的に捉えた学生が多かった。 

また，ICT を使った授業に対して抵抗感のある人に対して，短い時間であってもデジタル教

科書の基本機能についての演習を行うことで，授業活用への積極性が増加することが示唆され

た。 

しかしながら，デジタルコンテンツを使うことにより，学力が低下するのではないか，自分

の授業力が向上しないのではないかといった様々な不安を持っていることがわかった。 

今後は，教材研究の重要性に着目している大学院生がいるように，デジタル教科書を使った

授業を想定し，教材研究を行い，指導案を構想することによって，学力の向上や授業力の向上

が実感できるような演習を実施していくことが必要だと考える。 

現在の学校現場は非常に多忙であり研修に参加することが負担であることや教材研究の重要

性を理解し授業の幅を広げるためにも，大学がカリキュラムとして授業中に ICT を活用して指

導する能力の育成に取り組むことは今後ますます必要となっていくと考えられる。 
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○釜田 聡 教授

川村 知行 教授

朝倉 啓爾 教授

二谷 貞夫 客員研究員

橋本 忍 研究員（上越教育大学附属小学校教諭）

柳澤 一輝 研究員（上越教育大学附属中学校教諭）

伊藤 貴史 研究員（上越教育大学附属中学校教諭）

大田 節 研究員（佐渡市立南中学校教諭）

本研究プロジェクトは，これまでセンターの研究プロジェクトとして取り組んできた「日韓の相

互理解をめざした教材開発研究」と「社会認識を深めるための教材開発研究Ⅲ」の研究成果を引継

ぎ，「社会認識」と「教材」との関係を探るため，新たな研究課題を設定したものである。

本研究は，センター（客員研究員を含む）と附属小中，地域の社会科・総合学習担当教員の協働

で社会認識を深めるための方途を，子どもの学びや教材研究，評価の在り方などの視点から迫る。

今年度は，春と冬に授業研究会，冬に現地調査を行い，社会認識と教材に関係を探った。主な研

究の概要は，次のとおりである。

（１）授業研究Ⅰ

①授業者 附属小 橋本忍教諭（３年２組）

②内 容 「大入り！スーパーマーケット」を観察し，社会認識を深めるための授業の在り方につ

いて検討した。

③方 法 授業観察と授業後の協議

④参加者 橋本忍教諭，川村知行教授，朝倉啓爾教授，釜田聡教授

⑤期日・期間・時間等

平成２１年７月７日（火） 9時50分～10時20分 授業観察

10時20分～10時40分 協 議

（２）授業研究Ⅱ

①授業者 附属中 栁澤一輝教諭（３年１組）

②内 容 裁判員制度について

③方 法 授業観察と授業後の協議

④参加者 柳沢一輝教諭，川村知行教授，朝倉啓爾教授，釜田聡教授

⑤期日・期間・時間等

平成２１年７月１４日（火）10時45分～11時35分 授業観察

11時45分～12時35分 協 議

（３）授業研究Ⅲ

①授業者と授業内容

附属中 栁澤一輝教諭（３年）共に生きる社会 －愛すべき未来へ－

附属中 伊藤貴史教諭（２年）日韓の関係

②方 法 授業観察と授業後の協議
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③参加者 柳沢一輝教諭，伊藤貴史教諭，釜田聡教授

④期日・期間・時間等

平成22年2月24日（水） 9時45分～ 11時35分 授業観察①②

11時45分～12時35分 協 議

【授業研究の概要】

本年度は，計４回の授業研究を行い，教材と子どもの関係から社会認識に深まりを検討してきた。

橋本教諭の「スーパーマーケット」の実践は，子どもの目線でスーパーをとらえ，現在のスーパ

ー業界の抱える諸課題に子ども自身が迫っていけるように教師が教材研究を深めた授業であった。

柳沢教諭の「裁判員制度」「共に生きる社会（捕鯨の問題）」については，両方の授業とも現在

の社会問題を生徒に提示し，生徒自身が社会問題を紐解いて，生徒なりの考えと解決の見通しをも

つ授業であった。伊藤教諭の「日韓の関係」は，現地調査の結果を整理し，教材化した上で，授業

実践を行ったものである。

（４）現地調査

①期 日 平成21年12月26日（土）～12月29日（火））

②訪問者 釜田聡教授，附属小・橋本忍教諭，附属中・柳沢一輝教諭，附属中・伊藤貴史教諭

③方 面 韓国・ソウル市，大田市，公州市

④調査箇所

（公州市・宋山里古墳群模型館：2009.12，筆者撮影） （公州市・宋山里古墳群模型館にて朴宰用氏：2009.12，筆者撮影）

（公州市・武寧王陵，2009.12.筆者撮影） （公州市・国立公州博物館，2009.12，筆者撮影）

「社会認識」と「子ども」「地域」との関係に着目し，実践研究を進めてきたが，当然のことな

がら，教師の的確な教材研究に基づいた教材の準備と生徒の実態に即した学習過程の準備をするこ

とで，よりより授業（社会認識を深める授業）が生み出されることが確認された。

－ 49 －
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